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序章 	
１ .	 先行研究および問題提起 	
	 村上春樹（1949 年～）は 1960 年代末にふるさとの兵庫県芦屋市を離
れて東京の早稲田大学演劇科に入学し、卒業後ジャズ喫茶を経営しなが
ら、小説創作をはじめ、 1979 年に『風の歌を聴け』（以下『風』と略記
する）で群像新人文学賞を受賞し、小説家として文壇にデビューした。
その後、第 4 回の野間文芸新人賞に選ばれた『羊をめぐる冒険』（以下『羊』
と略記する。1982 年）や、第 21 回の谷崎潤一郎賞を受賞した『世界の
終りとハードボイルド・ワンダーランド』（以下『世界の終わり…』と略
記する。1985 年）などの名作を次々と発表し、2015 年までに長編 13 点、
短編集・超短編集 19 点、これにエッセー・紀行集・ノンフィクション・
対談集・インタビュー集などを加えるとおよそ合計 80 点近い作品が日本
で刊行された。1その中には 1987 年刊行の長編小説『ノルウェイの森』（以
下『森』と略記する）のように、日本講談社販売部による 2009 年 8 月ま
での累計発行部数がすでに 1000 万部を超え、世界各地で「村上春樹現象」
を起こした大ベストセラー作品もある。2現在、村上春樹は大江健三郎と
並んで戦後日本文学を代表する作家として世界的に活躍し、その作品は
36 か国・ 33 の言語に翻訳され、世界中で愛読されている。 3	
	 東京大学の現代中国文学研究者の藤井省三によると、村上春樹がはじ
めて中国に紹介されたのは 1986 年 2 月刊行の『日本文学』（吉林人民出
                                                                  
1	国立国会図書館総合目録ネットワーク、アマゾン（ JP）及びウィキペディ
アにおける村上春樹作品リストを参考にした。 	
2	J-CAST ニュース「『ノルウェイの森』 1000 万部 	 未だ衰えぬ人気の秘密」
2009 年 7 月 30 日。 http://www.j-cast.com/2009/07/30046420.html?p=all
（ 2016 年 6 月 17 日に最終閲覧） 	
3	「『ノルウェイの森』とその時代」『 ELLE	SPECIAL』 2010 年 12 月号、 301
頁。 	
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版社刊）においてである。その後 1989 年に桂林・漓江出版社（以下「桂
林漓江社」と略記する）から刊行された林少華（リン・シャオホワ、り
んしょうか、1952～）訳の単行本『挪威的森林（原題：ノルウェイの森）』
は、最初の本格的村上作品として中国読者の視野に入ってきた。この時
期はちょうど北京で起こった「天安門事件」と重なる時期であり、民主
化運動に挫折を覚えた中国の若者たちは『森』に癒しを求め、やがて中
国では小規模の第 1 次村上ブームが発生した。その後、1992 年以来絶好
調だった中国経済の成長率がやや鈍くなった 1998 年に第 2 次、そして『森』
出版 20 周年を迎えた 2007 年に第 3 次の村上ブームが発生した。4藤井省
三がまとめた中国の村上受容史を代表するこのような 3 回の村上ブーム、
および 2009 年刊行の長編『1Ｑ 84』の中国での翻訳・刊行による第 4 次
村上ブームの詳細については後述する。	 	
	 ちなみに、1989 年以来村上作品の翻訳は主に桂林漓江社から刊行され
ており、1998 年同社再版の『森』ははじめての版権取得の旨を明記した
中国語版の村上作品であった。その 2 年後の 2000 年末に、上海・訳文出
版社（以下「上海訳文社」と略記する）が新たに版権を取得したため、
桂林漓江社による中国語版村上作品の出版が終了した。2000 年以降、中
国では主に上海訳文社の一社が簡体字版村上作品の翻訳を出版していた
が、2009 年１月に上海杉達学院大学日本文学科教授施小煒（シー・シア
オウェイ、ししょうい、 1957～）訳の『走ることについて語るときに僕
の語ること』（以下『走る…』と略記する）の刊行をきっかけに新経典文
化株式会社（以下「新経典社」と略記する）は村上作品の翻訳・出版事
業に参入し始める。新経典社は主に 2007 年以降に日本で刊行した村上の
新作、またはまだ中国で翻訳・刊行されていない旧作の出版に精力的に
                                                                  
4	「第１次村上ブーム」と「第 2 次村上ブーム」については、藤井省三著『村
上春樹のなかの中国』（朝日新聞社、2007 年 7 月）の 4-4「「血の日曜日」事
件と第一次村上ブーム」と 4-5「「経済成長踊り場の法則」と第二次村上ブ
ーム」を参考にした。「第 3 次村上ブーム」については、藤井省三論文『中
国的《挪威的森林》』（張明敏訳、『聯合文学』 314 期、 2010 年 12 月 56-57
頁）で詳しく分析している。 	
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取り組んでおり、2009 年以降は上海訳文社と並行して、中国における簡
体字版村上作品翻訳・出版の二本柱として活躍している。本論では、こ
のような中国における村上作品の翻訳・出版史を大きく三つの期間に分
けて、1989 年〜 2000 年を「桂林漓江社時代」 5、 2001 年〜 2008 年を「上
海訳文社時代」6、そして 2009 年以降を「上海訳文社・新経典社時代」7と
呼ぶことにしたい。	
こうした村上ブームのなかで、中国の文芸界や評論界においては村上
春樹に対する様々な批評や研究が徐々に盛んになってきた。それは中国
で最初の本格的な村上春樹論とされる日本文学者李徳純（リー・トーチ
ュン、りとくじゅん、1926～）による 1989 年桂林漓江社版『森』の序文
「物欲世界的異化」8に始まるが、「中国期刊全文数据庫 CNKI」（以下「CNKI」
と略記する）で「村上春樹」をキーワードとして入力し中国村上作品翻
訳・出版の「桂林漓江社時代」（1989 年～ 2000 年）の約 11 年間を検索す
ると、96 篇の文章がヒットし、そのうち村上春樹文学と直接関係する論
文は中国社会科学院研究生院の梁青林による修士論文「当代日本大衆文
化管窺―関於“村上春樹現象”的考察」（2000 年）を含む 30 本ほどであ
った。9これに対して、「上海訳文社時代」（2001 年～ 2009 年）を含み 2016
                                                                  
5	「桂林漓江社時代」に出版した村上作品は『ノルウェイの森』（初版 1989.7）、
『好風長吟（原題：風の歌を聴け）』（初版 1992.8）、『世界尽頭与冷酷仙境
（原題：『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』）』（初版 1992.8）、
『跳！跳！跳！ /青春的舞歩 /舞！舞！舞！（原題：ダンス・ダンス・ダンス）』
（初版 1991.6）、『象的失踪（原題：象の消滅）』（初版 1996.5）、『尋羊冒険
記（原題：羊をめぐる冒険）』（初版 1997.5）がある。 	
6「上海訳文社時代」に上海訳文社が漓江時代に刊行された作品に対する再
訳・再版を含み、合計 31 点の村上作品を「村上春樹文集」、「村上春樹全集」
または「同系列随筆」として刊行した。 	
7	 新経典社は主に 2007 年以降に日本で刊行した村上の新作、またはまだ中
国で翻訳・刊行されていない旧作の出版に精力的に取り組んでいる。 2015
年までに新経典社が合計 15 点の村上作品を「新経典文庫・村上春樹作品」
として翻訳・刊行した。なかには、話題作の『 1Ｑ 84』も含まれている。 	
8	李徳純「訳本序 	 物欲世界的異化」（林少華訳『挪威的森林』桂林・漓江
出版社、 1989 年 7 月第１版、 1990 年 4 月同第 2 次印刷） 1-7 頁。 	
9	「中国期刊全文数据庫 CNKI」による 2016 年 4 月 15 日零時までの検索結
果である。 	
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年現在まで続いている「上海訳文社・新経典社時代」の 15 年間ではヒッ
ト件数は 3,968 本に急増し、そのうち村上研究の修士論文は 186 本、博
士論文は 5 本 10を数える。11さらに、村上研究書の出版と翻訳も盛んにな
っている。筆者の統計によると、2001 年から 2015 年までの 15 年間に出
版された村上研究に関する専門書、論文集およびエッセーなどは 24 点が
あり、そのうちの 8 点は外国語からの訳書である。 12	
このように発展を続ける中国の村上研究は、主にポストモダニズム、
                                                                  
1 0	（発表時間順）『从“日本”的歴史文脉中閲読村上春樹』張昕宇・上海外
国語大学（ 2007）、『村上春樹小説芸術研究』尚一鴎・東北師範大学（ 2009）、
『后現代語境中的村上春樹』楊炳菁・吉林大学（ 2009）、『時空匣子 ——村上春
樹小説時空芸術研究』張敏生・上海外国語大学（ 2011）、『村上春樹与美国現
代文学』李暁娜・吉林大学（ 2013 年）。 	
11	「中国期刊全文数据庫 CNKI」による 2016 年 4 月 15 日零時までの検索結
果である。 	
12	（出版年代順）2001 年：『遇見 100%的村上春樹』（稻草人編、当代世界出
版社）；2005 年：『村上春樹和他的作品』（林少華著、寧夏人民出版社）、『相
約挪威的森林―村上春樹的世界』（雷世文編、華夏出版社）、『嗨，村上春樹』
（蘇静・江江編、朝華出版社）；2006 年：『村上春樹与後虚無年代』（岺朗天、
新星出版社）、『落花之美』（林少華著、中国工人出版社）、『傾聴村上春樹―
村上春樹的芸術世界（原題 ‶Haruki	Murakami	and	the	Music	of	Words″）』
（ Jay	Rubin 著 /馮濤訳、上海譯文出版社）；2007 年：『村上春樹論―精読〈海
辺的卡夫卡〉（原題『村上春樹論―『海辺のカフカ』を精読する』）』（小森陽
一著 /秦剛訳、新星出版社）；2008 年：『村上春樹―転換中的迷失（原題『村
上春樹―「喪失」の物語から「転換」の物語へ』）』（黒古一夫著 /秦剛・王海
藍訳、中国広播電視出版社）； 2009 年：『当心村上春樹（原題『村上春樹に
ご用心』）』（内田樹著 /楊偉・蒋葳訳、重慶出版社）、『後現代語境中的村上春
樹』（楊炳菁著、中央編譯出版社）；2010 年：『為了霊魂的自由―村上春樹的
文学世界』（林少華著、中国友誼出版社）、『並非自由的強盗。村上春樹：〈襲
撃面包店〉及其続篇的哲学解読』（楊永良著、山東人民出版社）；2011 年：『高
墻与鶏蛋―林少華精鋭美文集』（林少華著、紅旗出版社）； 2012 年『不時髦
的村上春樹》（王光波著、西苑出版社）、『并非偶然的尋羊冒険 :村上春樹《尋
羊冒険記》的哲学解読（楊永良著、山東人民出版社）、『村上春樹《 1Q84》縦
横談（原題『村上春樹『 1Q84』をどう読むか』）》（河出书房新社輯部編 /侯為・
魏大海訳訳、山東文藝出版社）、『并非可逆的 "世界尽頭 ":村上春樹《世界尽
頭与冷酷仙境》的哲学解読』（楊永良著、山東人民出版社）；2013 年：『村上
春樹小説芸術研究』（尚一欧著、商務印書館）、『永遠的少年 :村上春樹与《海
辺的卡夫卡》』（楊照著、新星出版社）、『村上春樹 .猫（原題『村上春樹とネ
コの話』）』（鈴村和成著 /李天宇訳、北京聯合出版公司）、『村上春樹的文学迷
宮（原題『村上春樹 	全小説ガイドブック』）』（洋泉社編 /武岳訳、北京聯合
出版公司）；2015 年：『翻訳家村上春樹』（田建国著、上海譯文出版社）、『村
上春樹批判（原題『村上春樹批判』）』（黑古一夫著 /	林啸軒訳、光明日報出
版社）。 	
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精神分析、あるいは文体や物語論などの方面から村上作品の芸術性を論
じている。楊炳菁の『後現代語境中的村上春樹』（ 2009 年）および楊永
良『並非自由的強盗―村上春樹：〈襲撃面包店〉及其続篇的哲学解読』（2010
年）は、その代表格と言えよう。前者は物語分析を中心に村上作品のポ
ストモダニズム性を証明し、後者は村上の短編「パン屋襲撃」（1981 年）
および続編の「パン屋再襲撃」（ 1985 年）における隠喩の意味とサルト
ルの「実存主義」理論との関係を論じたうえで作品分析を行ったもので
ある。比較文学の方面では、「都市文学」における邱華棟と村上春樹との
比較論文である林磊・朱朝暉「試論邱華棟与村上春樹作品的芸術特色」
（『韶関学院学報社会科学版』2002 年 8 月号）や、李蘇晋の「『挪威的森
林』与『紅玫瑰与白玫瑰』両性模式比較」（『洛陽師範学院学報』2006 年
第 1 期）、また丁琪「消費喧嘩中脆弱的“失語者”―从《挪威的森林》中
的直子到《上海宝貝》中的天天―」（『内蒙古大学学報人文社会科学版』
2004 年 9 月号。以下「消費喧嘩…」と略記する）など、村上春樹と中国
の作家との比較文学研究も散見されるが、そのほかは専ら村上が如何に
してアメリカ文学から影響を受けているかという問題についての議論で
ある。	
本論のテーマである 1986	年の村上中国紹介以後の中国における村上
文学受容に関しては、張競『海を越える日本文学』（2010 年）、王海藍『村
上春樹と中国』（ 2012 年）のほか、林少華のエッセーシリーズおよび彼
の個人ブログがある程度論述しているが、それは学術研究の分野におけ
る大きな反応を喚起するには至らなかった。いっぽう、現代日本文学専
攻の黄忠順は「中国時尚文学与杜拉斯、村上春樹、日本動漫」（『河北学
刊』2005 年 5 月号。以下「中国時尚文学…」と略記する）で、村上文学
の特徴は「欧米消費主義の文化的価値観と生活様式の充満した」「東洋の
審美的「親和力」をも具えている欧米化文学」13と指摘し、更に現在の欧
                                                                  
1 3	原文：「充满的是西方的消费主义的文化价值观和生活方式」、「不失东方审
美“亲和力”的西化文学」。黄忠順「中国時尚文学…」、 196 頁。 	
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米→日本→中国という流行大衆文学の国際的な流れから、「明治維新後に
現れた全面欧化の日本文学が、中国文学の欧米受容に対し重要な仲介役
となり、20 世紀はじめの 30 年間、中国文学言説の近代化に深い影響を
与えた」14という歴史的転換と村上受容の比較研究の必要性も提起してい
る。	 	
だが、このような研究の多くは村上ブームの現状をまとめ、あるいは
『森』の人気の理由を探る断片的な村上受容研究に止まっている。 1980
年代から現在に至るまでの中国社会の歴史的転換に伴う中国文学の変貌
という視点から、現代中国文壇で活躍している「70 後（チー・リン・ホ
ウ、70 年代生まれ）」・「80 後（パー・リン・ホウ、80 年代生まれ）」 15作
家群を中心とする村上春樹の「模倣者」たちの出現に対する考察、そし
てこの「模倣者」たちが如何にして村上文学を受容し、変容させたのか
という、いわゆる中国の「村上チルドレン」研究は未開拓である。	
唯一この問題に着目したのが前述した中国文学研究者の藤井省三であ
り、同著『村上春樹のなかの中国』（以下『村上…中国』と略記する）は
1986 年紹介以来の村上受容史を整理するとともに、1989 年および 1998
年に起きた二度の村上ブームにも言及し、更に独立した一節を設けて現
代中国の人気若手作家慶山（チン・シャン、けいざん、 1974～。旧名：
安妮宝貝）と衛慧（ウェイ・ホイ、えいけい、 1973～）の村上春樹受容
を分析することで、初めて中国の「村上チルドレン」に光を当てたので
ある。	
本論では、上述した中国における村上受容の先行研究を踏まえつつ、
読者の中から作家が生まれるという文化の流通・再生産の過程を考慮し
                                                                  
1 4	原文「明治维新后一度呈现全盘西化的日本文学 ,	曾充当了中国文学接受
欧美影响的重要中介 ,深刻地影响了世纪前三十年的中国文学话语的现代转型」
黄忠順「中国時尚文学…」196 頁。日本語訳は藤井省三『村上春樹のなかの
中国』 185 頁からの引用である。 	
15	中国の文学・文化用語である。もともと 70 年代、あるいは 80 年代生ま
れの人たちを指す言葉だが、現在多くはこの年代に生まれた若手作家群に対
して使われている。詳細は後述する。 	
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て、「村上チルドレン」の範囲をこれまでの「村上春樹の模倣作家たち」
から書き込みサイトの村上読者にまで広げたい。すなわち、中国で 90 年
代以降に登場した既成作家としての「村上チルドレン既成作家グループ」
および「村上チルドレン新進作家グループ」のみにとどまらず、書き込
みサイトの村上読者ユーザーを代表とする村上読者たちをも研究の視野
に入れた上で、中国における村上チルドレンによる村上受容の様相を考
察するのである。また近年の中国では、作品を宣伝する際に「中国の村
上春樹（原文：中国的村上春樹）」、「最も青春的な村上春樹（原文：最青
春的村上春樹）」といった村上関連のレッテル貼りをする傾向があるよう
に、村上は中国（中国語圏）においてすでに文学の領域を超えており、
あたかも一種のブランド効果、換言すれば村上春樹ファッションとして
扱われている。このような様々な村上受容現象において、中国の村上チ
ルドレン間、そして村上チルドレンと村上ファッションとの間の関連性
を探り、村上チルドレンの現状を分析する。これにより、現代中国にお
ける「村上チルドレン」の文化史的意義およびその独自性を明らかにし、
現代中国文学における新世代である「70 後」「 80 後」の研究の一助とし
たい。	 	
	
２ .	研究方法および論文構成 	
以上のテーマを研究するために、本論は中国の「70 後」・「 80 後」作家
群に属する村上チルドレン予備軍として、衛慧、慶山、郭敬明（クオ・
チンミン、かくけいめい、1983～）、忘却魚鱗（ぼうきゃくぎょりん、1983
～）、孔亜雷（こう・あれい、 1975～）、李修文（り・しゅうぶん、 1975
～）の 6 名、および彼らの代表作に注目すると同時に、中国の人気書き
込みサイト「豆瓣網」を中心に、村上春樹および村上チルドレン作家の
読者について論じ、また豆瓣ユーザーとしての村上チルドレン読者に対
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してネットインタビューを実施する。	
ちなみに、「豆瓣網」の沿革については第 4 章「書き込みサイトの読者
による村上受容―「豆瓣網」の調査を中心に」で詳しく紹介するが、一
言でまとめれば、「豆瓣網」とは現代中国の若者たちの間で非常に流行し
ている、読書・音楽・映画・ブログなど幅広いジャンルにわたって網羅
的なサービスを提供する文化交流ネットワークのことである。そのうち
「豆瓣読書」・「豆瓣電影」・「豆瓣音楽」の三つのサブサイトは「豆瓣網」
で最も人気のある三大批評ブロックとされる。本論の「豆瓣網」をめぐ
る調査および書評とユーザーコメントは、主に「豆瓣読書」と「豆瓣電
影」を参照したものであるが、混乱を避けるために統一して「豆瓣網」
という名称を使用する。	
2013 年 9 月までの統計によると、「豆瓣網」の登録ユーザー数はすで
に 7500 万人を超えている。この膨大なユーザー群から生まれた書評や映
画批評には上質なものが多く、一部の資料には学術論文に劣らないほど
の参考価値があると考えられる。また、「豆瓣網」の匿名性 16、即時性、
また書き込みの自由性によって、学術論文の登場を待つよりも早く、内
容豊富で活発な批評を確認することができるのもメリットの一つである。
現在、主にインターネットにより高度に情報化された社会に生きる我々
は、もはや紙媒体の資料だけではなく、ネット上で公開されているデジ
タル資料をも研究対象とせざるを得ない時代を迎えつつある。しかしい
っぽうでは、たとえばネット上の資料を再検索した際に、作者自身によ
る加筆修正やネット側による予告なしの削除が行われる等のリスクも存
在している。したがって、本論ではインターネット上の資料を使用する
際に、まず当該資料の URL およびページを最終確認した時刻を明記する。
また、資料保存の面においては、引用するネット上の資料や書き込みサ
イトの読者ユーザーに対するインタビューの記録などをすべてスクリー
ンカットして、画像として保存する。	
                                                                  
1 6	書き込み者はユーザー名を利用して発言すること。 	
11 
 
具体的な研究方法としては、まず、前述した研究対象を、それぞれの
村上受容の特徴によって、三つのグループに分ける。すなわち、中国で
はすでに著名になり、その作品が日本でも翻訳・刊行されたことのある
既成作家で「70 後」の代表である衛慧と慶山、および「80 後」の代表で
ある郭敬明を「第 1 グループ」（以下〔1 組〕と略記する）の「模倣的創
造の村上チルドレン流行作家」に分類する。次に〔1 組〕より約 10 年遅
れて中国文壇に登場してきた若手作家の忘却魚鱗、孔亜雷、李修文の三
人を「第 2 グループ」（以下〔2 組〕と略記する）の「成長中の村上チル
ドレン作家」に分類する。最後に、前述した「豆瓣網」における読者ユ
ーザーの中でも特に村上文学に注目し、且つ批評意欲旺盛なユーザーた
ちを、中国に広く存在する村上読者の代表として、「第 3 グループ」（以
下〔 3 組〕と略記する）の「豆瓣網ユーザーとしての村上チルドレン愛
読者」に分類する。続いて、「豆瓣網」掲載の批評を参考にしながら、詳
細なテキスト分析を行い、三つのグループに分けた研究対象それぞれの
村上受容の特徴を検証する。これと同時に、「豆瓣網」で公開されている
各種のデータを活用しつつ、中国人読者の村上作品をめぐる読書傾向を
分析し、中国の村上チルドレンの全般的な状況を考察する。最後に、村
上文学に登場する特定のモチーフや周縁の事象を強調する社会現象を考
察し、「中国における村上チルドレン・村上ファッションの相関図」を作
成する。そしてこれらの考察に村上作品から改編された映画の中国にお
ける独自な受容実態を重ね合わせて、中国における村上春樹の受容を俯
瞰したい。	
なお管見の限り、現在「豆瓣網」を研究対象にする、あるいは「豆瓣
網」を通じて論文調査が行われるケースは、ほとんどが図書館学や経営
学、また情報処理工学など 17の分野に集中しており、文学・文化研究に適
                                                                  
1 7	具体的に言えば図書分類・管理に関する方法（「从豆瓣网看图书馆学科信
息服务的改进」『図書館雑誌』 2009 年 8 月、「以豆瓣网和中国国家图书馆为
案例的网上书目推荐系统研究」『図書館学研究』2008 年 8 月）や、電子商取
引を有効に利用したビジネスモデル間の比較（「豆瓣网发展模式浅析」『赤峰
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用された例はまだ見うけられない。その意味で、本論の「豆瓣網」を通
じての村上読者に対する調査が、現代中国文学研究の新領域を切り開く
方法となることを目指したい。	
論文構成に関して述べると、まず第 1 章「中国における「村上チルド
レン」の誕生」では、1986 年の村上春樹中国初登場時から 2015 年の本
論執筆時にかけての中国における村上作品の翻訳・出版状況を、当時の
時代背景、特に 2 回の大きな版元変更に注目しつつ、年代順に整理する。
また、藤井省三がまとめた前述の 1989 年、 1998 年、 2007 年の 3 回にわ
たる中国の村上ブームののちにも、更に第 4 次村上ブームが発生してい
るが、そのきっかけは 2010 年に新経典社が 100 万米ドルという中国出版
史上最高額とされる版権料で『1Ｑ 84』の版権を取得し、初版 120 万部を
刊行して、再び中国読者の村上春樹に対する関心を呼び起こしたことで
あった。このような四半世紀を越す中国の村上受容史および現代中国文
学史の時空における、「70 後」・「80 後」現象の出現および「村上チルド
レン」誕生の経緯を考察する。		
第 2 章「模倣的創造の村上チルドレン流行作家群―衛慧・慶山（旧名：
安妮宝貝）・郭敬明の村上受容を中心に」では、前述した〔1 組〕の研究
対象を中心に、第一に衛慧による村上春樹『森』のテーマである「青春
物語」と「成長物語」の段階的な受容を考察する。その際には長編小説
の『上海ベイビー』（ 1999 年）から休筆前の最後の作品と言われる長編
小説の『狗爸爸』（ 2007 年）に至るまでの作風転換に注目した。第二に
慶山による村上作品に対する模倣的創造の実践を考察する。その際には、
短編集『さよなら、ビビアン』（2000 年）から人気大作『蓮花』（2006 年）
および、30 万字におよぶ新作『春宴』（2011 年）に至るまでの作品を研
                                                                                                                                                                                                 
学院学报・自然科学版』 2011 年 3 月、「“豆瓣网”盈利潜力及未来盈利策略
探讨」『现代商贸工业』 2012 年 9 月）、 Web2.0 としての「豆瓣網」の構造お
よびをめぐる文化研究（「 Web2.0 时代新媒体广告价值及在图书宣传领域的应
用分析 ——以豆瓣网为例」『出版発行研究』 2011 年 9 月、『 Web2.0 时代豆瓣网
的网络文化研究』南京師範大学、 2012 年 3 月）などに関する研究ノート・
論文である。「 CNKI」による 2015 年 10 月 9 日までの検索結果である。 	
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究対象とする。第三に郭敬明が中国に広く存在する「限定的読者」から
強く支持されつつ、文学と商業の両面において成功していく過程を考察
したい。その際には、彼が村上から継承した「人類共通の悲しみ」を、
限定した登場人物による限定された「子どもっぽい悲しみ」へ転換した
点に注目したい。	
第 3 章「成長中の村上チルドレン作家群―忘却魚鱗・孔亜雷・李修文
の村上春樹受容を中心に」では、〔１組〕より約 10 年遅れて中国文壇に
登場した〔 2 組〕の作家三人を取り上げる。すなわち第一に「最も青春
的な村上春樹」と称される忘却魚鱗の、物語の構成から登場人物の設定、
会話に至るまでが『森』および『風』に酷似した作品『関於彼岸的一切』
（2009 年）を取り上げたい。第二に「中国の村上春樹」と称される孔亜
雷の『不失者』（ 2008 年）に『世界の終わり…』、『ねじまき鳥クロニク
ル』、『羊』などの村上春樹の名作に対する「オマージュ」を取り上げた
い。第三に李修文の、日本を舞台に中国人によって演じられる中国版の
『森』と言われる『滴涙痣』（ 2002 年）を考察したい。これにより村上
作品の創作手法や文学要素に対するやや直接的な模倣からまだ脱却して
おらず、独自の作風が定まっていない〔 2 組〕における村上受容の特徴
を分析する。いっぽう、何らかの形で自作品と村上春樹との関係性を強
調して読者の興味を引くという〔2 組〕のもうひとつの共通点を踏まえ、
2004 年に起きた『挪威没有森林（ノルウェイに森はない）』による、『森』
の「続編」の偽訳事件も取り上げたい。	
第 4 章「書き込みサイトの読者による村上受容―「豆瓣網」の調査を
中心に」では、〔3 組〕の研究対象に対して、前述した中国の人気書き込
みサイト「豆瓣網」を中心にネットインタビューを実施する。このイン
タビューで回収した比較的完成度の高い回答を用いて、「回答者の基本状
況」および「村上読書初体験」という二つの問題点について分析を行い、
中国の村上受容の状況を考察する。また「豆瓣網」ユーザーである熱心
な読者が作家を目指す実例として、豆瓣網専属ネットライターの楊小涅
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による『ノルウェイの森 2』18の創作の経緯を紹介する。更に、1989 年か
ら 2015 年までに中国で翻訳・刊行された村上作品を、「長編」、「短編集・
超短編集」および「エッセー・その他」の三つのジャンルに分類し、「豆
瓣網」で公開された各種のデータを活用しつつ、「書き込みサイト豆瓣網
における村上文学の読書人数グラフ」を作成する。そして、「豆瓣網」の
読者批評を参考にしながら、その成因を解明しつつ、「豆瓣網」を中心と
する中国における村上作品の読書状況を可視化したい。	
最後に第 5 章「中国における映画『ノルウェイの森』の受容」では、
文学以外の領域における中国の村上受容として、映画を取り上げたい。
2011 年 9 月に中国で劇場公開された映画『森』は、日本で上映されたオ
リジナルバージョンより 30%近くもカットされていた。本章ではこの映
画が小説→映画→中国劇場版映画という二重の改編を受けた点に注目し、
同作に対する中国独自の受容を考察する。	
終章「中国における村上チルドレンおよび村上春樹ファッション」で
は、まず中国・南京市にある「挪威的森林（ノルウェイの森）」という名
の高級マンション、広東省深圳市にある「村上春樹」という名のパン屋、
また歌手朴樹の「且聴風吟（風の歌を聴け）」や台湾ロックバンド五月天
の「神的孩子都在跳舞（神の子どもたちはみな踊る）」といった作品など
の社会現象に注目して、中国語圏で村上春樹がすでに文学の領域を越え、
一種のファッションとして受容されるように至っている点を考察する。	
次に 5 章まで試みてきた考察と合わせて、1986 年 2 月に村上春樹文学
が最初に中国に紹介されて以来の、中国の「70 後」「 80 後」を中心とす
る「村上チルドレン」による村上受容を総合的に検討し、現代中国にお
ける村上チルドレン、村上ファッション、並びに村上読者などの各グル
ープ間の関係を、「中国における村上チルドレン・村上ファッション相関
図」にまとめて提示する。このようにして、中国における村上春樹受容
                                                                  
1 8	村上春樹長編『ノルウェイの森』の続編として自ら創作したネット小説
のことである。 	
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の問題を改めて考察した上で、本研究の成果に対して総合的なまとめを
行い、合わせて今後の課題を考えたい。	
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第１章 	 中国における「村上チルドレン」の誕生 	
1- 1 中国における村上春樹の翻訳状況および「村上ブーム」の
発生 	
序章で述べたように、村上春樹が最初に中国に紹介されたのは 1986 年
2 月の中国誌『日本文学』によってであった。この頃はちょうど改革開
放政策の実施に伴った社会主義市場経済体制の導入によって、文化出版
業および中国の読書市場が大きな変化が起きていた時期である。	
孫軍悦のまとめによれば、社会主義市場経済体制が導入される前の社
会主義中国において、出版社は国から提供された材料と経費によって書
籍を出版するだけの単純な「生産者」であり、発行や販売などの経営業
務は新華書店に任せられていた。ところで、1984 年になると、改革の実
施と共に、かつては補助金に依存し、納税義務のなかった出版社は、補
助金が減額されるいっぽうで、納税義務も要求される「生産・経営者」
へと転じた。運営の負担が増えると同時に、1985 年前後のインフレの影
響によって生産コストが高騰し、出版社の経営は苦しい状況に陥った。
このような市場化による出版業の不振のなかで、かつては民衆に歓迎さ
れた文化大革命を告発する「傷痕文学」や、政治運動を反省する「反思
文学」、そして 80 年代半ばから現れた「先鋒小説」「尋根文学」は、社会
の発展と共に読者の日常生活からかけ離れ、だんだん周縁化されていく。
これと対照的に人気を集めたのは、 80 年代の初めに台湾、香港、欧米、
日本から流入した推理、恋愛をテーマとした大衆に親しみやすい「通俗
文学」であった。当時の「通俗文学」は「商品として消費される文学の
卑俗さ、低級さを代表する猥褻な、暴力的な」色が濃く、政府から厳し
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く規制されるが、窮地に追い込まれた地方の出版社にとって、却って活
路を見出すための大切な転換先であった。 1	
このような背景のもとに、主に現代日本文学の中国語訳および中国人
研究者による評論を掲載する『日本文学』は、第 16 期に宮沢賢治特集と
共に、村上文学の翻訳者として知られる台湾の頼明珠（ライ・ミンチュ
ー、らいめいじゅ、1947～）によって台湾誌『新書月刊』1985 年 8 月号
で組まれた「村上春樹的世界、頼明珠選訳」小特集を半年遅れでそっく
りそのまま転載した。その小特集の内容とは、頼明珠訳による川本三郎
の 1980 年代初期の評論「都市の感受性」および村上春樹の「街のまぼろ
し」「 1980 年におけるスーパー・マーケット的生活」「鏡の中の夕焼け」
の短編三作である。記事の末尾に付された約 800 字の「編者附記」は、
村上春樹の経歴を紹介したうえで、彼の文学的特色や、アメリカ文学か
らの影響などについても簡単に言及している。しかし、内容から見れば、
村上春樹に対して深い関心を寄せる台湾誌と比べて、『日本文学』の反応
はむしろためらいがちである。たとえば、村上文学紹介文の冒頭には次
のような記述が置かれている。	
	
「読み始めにはでたらめ極まると見えるこれらの作品には、大量の風
俗描写が盛り込まれ、深い哲理が含まれている。彼は高度に発達した現
代都市の現実からむしろ空虚と寂寞とを感じている。彼は家から出るこ
となく天下の事を知る、いわゆる情報化社会の中から、それがむしろ人
間性の貧窮であり、感情的色彩の衰退であることを悟ったのだ。彼の作
品は現代資本主義国家の都市生活の中の比較的隠蔽されている側面を描
き出した。」 2	
                                                                  
1孫軍悦「世界は、あなたたちのものわたしたちのものー『ノルウェイの森』
から見た中国大陸の文学生産体制の転換 —」『日本学研究叢書 2』国立台湾大
学出版中心、 2013 年 4 月、 66～ 70 頁を参考にした。  
2原文「那初看起来荒诞不经的作品中掺杂着大量的风俗描写，蕴含着深刻的
哲理。他从高度发达的当代城市生活中感受到的却是空虚和寂寞；他从足不出
户而知天下事的所谓信息化社会中，领悟到的却是人性的贫乏，感情色彩的消
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藤井省三の分析によれば、1980 年代以降の鄧小平時代を迎えた中国は、
改革・開放政策と共に、1984 年のオリンピックロサンゼルス大会への初
参加や 1986 年のアジア大会初参加を通じて、すでに資本主義世界へ歩を
進めていたとはいえ、 1983 年の「精神汚染追放」キャンペーンや 1987
年の「反対資産階級自由化」キャンペーンが展開されるなど、まだ保守
的な政治体制を保持していた。そのいっぽうで、1977 年 12 月の全国統
一入試の再開と共に中国の青年知識層が増加し、彼らは西側資本主義諸
国に対する憧れを覚え始めた。このような 80 年代の中国にあって、雑誌
の編集者が村上春樹を紹介する際に、村上作品における「現代資本主義
国家の都市生活」における「空虚」で「寂寞」とした「人間性の貧窮」
と「感情的色彩の衰退」とを描き出す「深い哲理」を強調するのは、経
済改革は必要だが歪んだ資本主義イデオロギーは拒否すべきという共産
党の政策を尊重する姿勢を示そうとするものでもある。3つまり、80 年代
後半、中国の文化界は慎重に、しかし興味は抑え難く、村上を受容し始
めたと言えよう。	
いっぽう、このような慎重な村上受容のもうひとつの理由は、上述し
た政府による「精神汚染」批判の対象になりかねない村上作品中の性描
写であろう。『日本文学』の編集者が村上作品の特色を紹介した際に、真
っ先に「大量の風俗描写」に言及したのもそのためだと考えられる。案
の定、 1989 年漓江版『挪威的森林』が刊行されたときに「『森』添削事
件」が起きたが、これについては後述する。	
『日本文学』の紹介から約 2 年後の 1988 年 12 月に中国社会科学院が
編集刊行した『世界文学』第 6 期、および上海訳文社が版元の『外国文
芸』第 6 期には、ほぼ同時期に村上春樹の短編が掲載されている。前者
                                                                                                                                                                                                 
退。他的作品揭示了现代资本主义国家城市生活中较为隐蔽的一个侧面。」『日
本文学』第 16 期 1986 年 2 月、 190 頁。日本語訳は藤井省三『村上…中国』
146 頁からの引用である。 	 	
3	藤井省三『村上…中国』、 146～ 147 頁を参考にした。 	
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は水洛訳の「穷伯母的故事（原題：貧乏な叔母さんの話）」 4と黄鳳英訳
の「大象失踪（原題：象の消滅）」5の 2 作であり、後者は「象的失踪（原
題：象の消滅）」一作のみであった。	
初めて本格的な単行本として中国で紹介された村上作品は、更にその
半年後の 1989 年 7 月に、林少華の翻訳によって桂林漓江社から刊行され
た『森』である。『森』は、『世界の終わり…』に続いて、1987 年に書き
下ろされた長編小説であり、男性主人公であるワタナベトオルはハンブ
ルク空港に到着した飛行機の中で、流れてくるビートルズの名曲「ノル
ウェイの森」の BGM を耳にしたことから、昔の恋人直子を思い出す。同
作は学生時代の主人公やその周りの人々の思春期の葛藤や人間関係、恋
愛、喪失感などを巧みに描いており、日本では発売されて間もなくベス
トセラーとなった。	
ところが、村上春樹のこの人気作品が中国で刊行された際に、「漓江版
『森』添削事件」が発生した。『森』訳者の林少華自身のエッセー「『挪
威的森林』“生日”紀事」は以下のような事情を記している。	
	
「今から見れば、おそらくそれほどひどく「わいせつ」とは言えない
が、二十数年前だったら、受け入れるには心の準備が必要である（中略）
当時において比較的安全な方法は、思い切りカットすることだったが、
（私）は却って残すことにして、ただ「性交」と直訳される部分および
性器に関連する言葉だけを、それに近い婉曲な文学的表現に入れ替える
方法にした。それにしても、ニュース出版界はもとから精神上の舶来品
に特に敏感だったため、出版社内で何度話しあっても許可のサインが出
なかった。最後に訳稿は国家ニュース出版機関のある官僚の机上に届い
                                                                  
4	初出は『文學界』1985 年 8 月号である。のちに短編集『パン屋再襲撃』（文
藝春秋、1986 年）および『村上春樹全作品 1979〜 1989③短編集Ⅰ』（講談社、
1990 年）にも収録されている。 	
5	初出は『新潮』1980 年 12 月号である。のちに書き換えも含め、短編集『中
国行きのスロウ・ボート』（中央公論社、1983 年）および『村上春樹全作品
1979〜 1989⑧短編集Ⅲ』（講談社、 1991 年）にも収録されている。 	
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た。話によるとこの官僚はじっくり全文を読んだ後に、思わず「いい本
だ！」との評価を下したそうだ。こうして、「わいせつ」と見なされた部
分約 1600 字が削除された後、『森』中国語版は当時外国文学の出版に尽
力していた漓江出版社により、1989 年 7 月に刊行された（中略）初版 3
万部。なかの章ごとに編集部により章題が付けられていた―たとえば「月
夜の裸女」、「同性愛の禍」、「得がたい享楽」など」 6	
	
この中国語訳版には日本文学研究者の李徳純による序文が掲げられて
おり、その中で李は『森』に正統的日本文学という高い評価を与えてい
る。しかも当時中国の検閲側が性的描写に保守的な態度を取っていたに
もかかわらず、版元が『森』に原作にはない露骨な章立名を付し、更に
表紙には黒い背景に着物を腰まで脱ぎかけて撫で肩の白い背中を見せる
女性の絵を使用するなどの改編を加えている点は興味深い。専門家の序
文による高尚な「正統的日本文学」という評価と、センセーショナルな
章立名や官能的表紙の付加という一見矛盾した改編ぶりからは、「純文学」
派と「通俗文学」派との異なる読者層を共に対象として全面的に売り出
そうとする版元側の意向がうかがえよう。	
前述したように、漓江添削版『森』が中国で刊行された 1989 年 7 月は、
ちょうど北京での天安門事件勃発の翌月に当たっていた。この時期、中
国の民衆は民主化の失敗に伴う価値観の喪失、自我崩壊、空虚感などの
                                                                  
6	原文「如今看来，恐怕并没“黄”到多么了不起的地步，而在二十几年前 ,
接受起来还是需要作心理调整的（中略）当时较为保险的做法是一切了之，而
我决定予以保留，而仅仅将直译为“性交”以及近乎生理器官名称的若干字眼
代之以含蓄些的文学语言。尽管如此，新闻出版界本来就对精神上的舶来品分
外敏感，以致出版社讨论几次都无人敢签字放行。最后译稿清样摆在了国家新
闻出版总署一位官员的办公桌上。据说这位官员认真看了全稿，看罢道一声“好
书”！这样，在删除约 1600 字典型涉“黄”部分之后，《挪》中译本于 1989
年 7 月当时在外国文学出版方面颇有建树的漓江出版社出版（中略）首印 3
万册。里面章别目录由编辑部加了标题，如“月夜裸女”，	“同性恋之禍”，	“難
得的享受”之类」林少華『高墻与鶏蛋―林少華精鋭美文集』（以下『高墻与
鶏蛋』と略記する）紅旗出版社、 2011 年 1 月、 87～ 88 頁。以下は特に説明
がない限り、翻訳文は筆者によるものとなる。 	
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挫折を体験したが、共産党の厳しい言論統制の下にあってはそれらを口
にすることは困難であった。藤井によれば、このような閉塞した時代背
景の中で刊行された『森』は、正統的モダニズムやポルノ小説として読
まれただけでなく、民主化の挫折に対する癒しという第三の読書法も現
れ、「大きな疲労を覚え深い挫折を味わった各地の青年たち」 7に支持さ
れ始めたという。	
これをきっかけに、桂林漓江社は 1990 年に『森』の第二刷 3 万 5 千部
を増刷し、初版の 3 万部と合わせて、刊行 1 年での発行累計部数は 6 万
5 千部に達した。このような『森』の好調な売れ行きに乗じて、林少華
は続けて 1991 年 3 月に『青春的舞歩（原題：ダンス・ダンス・ダンス）』
（以下『ダンス』と略記する）を、1992 年 8 月に『世界尽頭与冷酷仙境
（原題：世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド）』および『好風
長吟（原題：風の歌を聴け）』を翻訳した。『ダンス』は南京譯林出版社
刊行であるが、残りの二冊はいずれも桂林漓江社による刊行である。そ
のうち中国で最初に刊行された『風』は増頁されて、「中国行きのスロウ・
ボート」（以下「中国行き…」と略記する）、「象の消滅」（以下「象」と
略記する）、「100％の女の子に出会う」（以下「100％の女の子」と略記す
る）など 22 篇を収録した短編集として編集された。	
これと同時期に、他の出版社が村上訳の出版に参入したため、林訳の
ほかに、鐘宏傑・馬述禎共訳『挪威的森林：告別処女世界（原題：ノル
ウェイの森）』（北方文芸出版社、 1990 年）、張孔群訳『舞吧，舞吧，舞
吧（原題：ダンス・ダンス・ダンス）』（百花文芸出版社、 1991 年）、馮
建新・洪虹共訳『跳！跳！跳！（原題：ダンス・ダンス・ダンス）』（漓
江出版社、1991 年）のように、同じ作品が別の訳者により翻訳され刊行
されるケースが増加した。このような村上作品の翻訳ブームが盛んにな
                                                                  
7	藤井省三「中国の村上チルドレンと村上春樹小説の「家族の不在」―衛慧・
アニーベイビーにおける「小資」文学の展開をめぐって」（以下は『…家
族の不在…』と略記する）青土社『ユリイカ』 2008 年 3 月臨時増刊号、
168 頁。 	
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る中、最も売れたのは、漓江添削版の『森』であり、同書は 1993 年まで
に 4 回増刷され、累計発行部数は 10 万部に達したという。 8このように
して、80 年代末から 90 年代初期の中国では、小規模ながらも第 1 次村
上ブームが起こったのである。	
天安門事件後の 1992 年から、鄧小平は再び改革・開放路線へと傾き始
めた。この時期の GNP 成長率は、1992 年の 14.2％にまで急増した後、伸
びがだんだん減って、1999 年の成長率は 92 年の半分の 7.1％にまで落ち
た。いっぽう、全国一人あたりの GNP は 1978 年の 379 元から 99 年には
6,546 元 に ま で 増 加 し 、 更 に 上 海 ・ 北 京 の よ う な 大 都 市 で は そ れ ぞ れ
30,802 元と 19,803 元にまで達した。とりわけ上海の経済発展は著しく、
90 代末には既に 60 年代末の日本経済の水準に近づいていたという。 9	
このような経済成長に伴う変化の中で、桂林漓江社は『森』を改版し、
表紙を従来の着物姿の美女から、ソファーに仰向けになった男性と女性
のヌード二体を抽象的に描いた線描画、いわゆる「線描画版」に変える
と同時に、章題をすべて外して、1996 年 7 月に 5 巻セットの『村上春樹
精品集』中の一冊として 1 万 5 千部を刊行した。「線描画版」の林少華著
「新版後記」によると、この時期の桂林漓江社はまだ正式に版権を取得
しておらず、「…わが国が世界版権条約加入後に本書をなおも公明正大に
読者の手に届けるためずいぶん粘り強く努力」 10していた。	
続けて 1998 年 9 月に、桂林漓江社は「線描画版」に替え、女性の顔写
真と日本庭園を逆三角形になるよう組み合わせ、その下には富士山を配
するデザインの表紙に変えた第二版の『森』を刊行した。表紙の変化の
ほか、まえがき、専門家による批評、作家インタビューおよび村上春樹
年譜という付録も新たに加えられたこの「逆三角形版」『森』は、刊行後
                                                                  
8	林少華『高墻与鶏蛋』、 88 頁。 	
9	藤井省三『村上…中国』、 164 頁。 	
10原文「…为在我国正式加入世界版权公约之后这部书仍能光明正大地送到读
者手中而付出了可谓相当执拗的努力。」林少華著「新版後記」『挪威的森林』
漓江出版社、1996 年 7 月。日本語訳は藤井省三『村上…中国』164 頁からの
引用である。 	
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急速に売り上げを伸ばし、初版 2 万 1 千部に続き、毎回 2 万部単位で 2000
年 9 月までに 10 回も増刷され、発行累計部数は 2 年間で 20 万部に達し
たという。11また、「逆三角形版」ははじめて版権取得が明記された『森』
であり、中国における村上作品の出版は 2001 年 WTO 加盟を目前にようや
く海賊版の状況から脱却した。こうして、「中国でも高度経済成長期がや
や鈍るいっぽうで、上海・北京の市民が中進国並みの暮らしを謳歌し始
めた 1998 年に「村上春樹現象」が生じた」。12これが藤井省三の指摘する
第 2 次村上ブームである。	 	
2000 年に入ると、中国の村上出版史にとって大きな転換期が到来した。
村上ブーム再来のなかで、2000 年 11 月に版権契約が切れた桂林漓江社
にかわり、上海訳文社が村上作品十数点の版権を一気に購入することに
よって、新な中国語簡体字版の版権を取得したのであった。出版社の変
更とともに、村上作品の出版戦略も変わっていく。『森』を例として取り
上げると、前掲孫軍悦の考察によれば、上海訳文社は『森』再販の際に、
「桂林漓江社時代」の『森』との差異化を図るために、訳者の林少華氏
に新たな序文を依頼すると同時に、以前の版本では削除された性描写を
補い、「ピュアでロマンチックな雰囲気を醸し出す表紙」を持つ「全訳本」
として売り出した。漓江版では削除されていた「性的描写」が、「高尚な
純文学」風にデザインされた表紙の上海訳文社版では「逆に不可欠な部
分となった」という孫氏の指摘は興味深い。 13	
実は、前述した 1989 年漓江版『森』刊行の際の「純文学」「通俗文学」
両派の読者を取り込もうとする版元の編集方針から窺えるように、如何
に対立する正統文学と通俗文学のバランスを取りながら市場化される読
書市場でいかに多くの読者を獲得するか、という点は当時からすでに大
きな課題となっていた。この問題を解決したきっかけは、1993 年に誕生
                                                                  
1 1	林少華『高墻与鶏蛋』、 88 頁。 	
12	藤井省三『村上…中国』、 165 頁。 	
13	孫軍悦「世界は、あなたたちのものわたしたちのものー『ノルウェイの
森』から見た中国大陸の文学生産体制の転換 —」 81 頁。  
24 
 
した「格調の高いベストセラーブランド」を目指す春風文芸出版社の編
集者安波舜が手掛けた「布老虎」叢書であった。安波舜が提出した「ベ
ストセラー」はまさに社会主義イデオロギーを保障する「社会的効果」
と社会主義市場経済体制のなかで対応できる「経済的効果」の両方を持
ち合わせた新しい文学生産方法であり、その主張は「布老虎」の特徴で
ある「きれいさっぱりとした性、正常普通の俗、安全安心の情熱（原文：
干干净净的性，正正常常的俗，安安全全的激情）」から窺える。 14このよ
うにして、1989 年『森』の出版の際に削除された 1600 字ほどの性的描
写は、2001 年の版元変更をきっかけに「安全な」環境において、復活し
た。	 	 	
	いっぽう、このような「性的描写」に対する許容度の高まりと「高尚」
性志向の出現は、高度経済成長による中国社会の変化を強く反映してい
るからである。	
90 年代末における中国青年の恋愛観に関する調査によれば、自由恋愛
により結婚する人たちの比率は 1966 年前の 32.8％から 1987-1996 年の
56.8％にまで上昇した。それと同時に、結婚前の性行為に対して、硬く
拒絶する人たちの比率は 1992 年の 55.7％から 1998 年の 35.12％にまで
減少した。しかも、そのなかで北京・上海・広州のような大都市に在住
する高学歴者（大学以上の教育を受けた人たち）であればあるほど、結
婚前の性行為に対して寛容な態度を持つ傾向が見られる。15これに対して、
実際に結婚前の性行為があった 17 歳～ 24 歳の中国青少年の比率は、1997
年の 9.4％から 2001 年の 2 倍弱の 16.9％にまで上り,2011 年になると更
に 10 年前の 2 倍強の 32.51％に上った。 16このような自由恋愛や性行為
                                                                  
14  邵燕君『倾斜的文学场：当代文学生产机制的市场化转型』江苏人民出版
社，2003 年、140 頁。孫軍悦「世界は、あなたたちのものわたしたちのもの
ー『ノルウェイの森』から見た中国大陸の文学生産体制の転換 —」76－ 78 頁
を参考にした。 	
15羅渝川・張進輔「从 20 世纪的最后 10 年看我国青年婚恋观的变迁」、『陕西
师范大学学报（哲学社会科学版）』 2001 年 12 月、 165～ 167 頁。  
16  程静「当前青少年婚前性行为现状及影响因素实证研究」『中国青年研究』
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に対する許容度が高まる社会的雰囲気のなかで、文学作品における性的
描写に対する規制が緩和され、むしろ逆に社会から積極的に受容される
ようになっている。後述する衛慧や木子美作品のように、語り手に自ら
の性体験やドラッグ体験を大胆に語らせるベストセラー「美女作家」の
登場も、このような社会的変化と緊密な関係があると考えられる。	
ちなみに、この「高尚な純文学」に変身した『森』は現在中国で刊行
された全ての版本のなかで、もっとも読まれているバーションである。
その後、上海訳文社はこの「全訳本」『森』の刊行を皮切りに、2005 年 9
月までの 4 年足らずのうちに 31 点 17の林少華訳村上作品を『村上春樹文
集』、『同系列エッセー』また単行本として続々と刊行した。『村上春樹文
集』および『同系列エッセー』シリーズは当時中国で刊行されていた村
上作品の長編、短編集およびエッセーの 28 点を網羅し、『森』の「全訳
本」および『海辺的卡夫卡（原題：海辺のカフカ）』（以下『海』と略記
する、2003 年）、『天黒以後（原題：アフターダーク）』（2005 年）の単行
本とともに、中国の村上読者に未曾有の村上読書体験の機会を提供した。	
2006 年 7 月、上海訳文社は短編集『東京奇譚集』刊行をきっかけに、
『村上春樹全集』を企画した。『全集』は、『東京奇譚集』をはじめ今ま
でに刊行された村上作品を続々と改版すると同時に、旧『文集』に入れ
られなかった『森』、『海』および『アフターダーク』をも収録し、 2011
年 6 月と 2012 年 6 月にそれぞれ新たに翻訳・刊行された村上春樹による
ノンフィクション作品である『地下（原題：アンダーグランド）』（以下
『地下』と略記する）と『在約定的場所 	 地下 2（原題：約束された場
所で― underground	2）』（以下『地下２』と略記する）も加えた合計 22
点を収めている。『全集』出版と並行して、2007 年に『森』誕生 20 周年
の記念出版としてハードカバー版『森』 2 点および紀行集『雨天炎天』
                                                                                                                                                                                                 
2015 年 5 月、 54 頁。  
1 7	筆者の統計によると、『村上春樹文集』16 点、『同系列随筆』12 点、単行
本の『海辺のカフカ』、『アフターダーク』、及び『ノルウェイの森』全訳本
3 点を合わせて 31 点になる。 	
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も刊行された。藤井省三は CNKI における 2007 年の『森』キーワードの
検索結果数が 2002 年～ 2006 年に比して増加傾向にあることについて、
おそらく『森』出版 20 周年に関するメディアの宣伝によって、第 3 次の
村上ブームが到来したのであろうと述べている。 18	
と こ ろ が 、 2009 年 に 発 行 さ れ 、 日 本 で は 一 か 月 の 販 売 部 数 が
Book1,Book2 二巻合わせて 200 万部を超えた人気作『1Q84』の中国にお
ける翻訳・刊行が、中国の村上出版史に再び大きな転換期をもたらすこ
とになる。中国の出版大手 10 社が名乗りを上げた簡体字版版権争奪戦の
結果、出版販売企画会社の新経典社が 100 万米ドルで版権を取得し、南
海出版社を通して BOOK1、 BOOK2 をそれぞれ 2010 年の 5 月と 6 月に、そ
して BOOK3 を 2011 年 1 月に刊行したのである。マスコミ各社の報道によ
ると、今回中国出版史上最高額と言われる版権料を支払った新経典社は、
『1Q84』の初版は 120 万部を刊行したという。19版元変更と同時に、訳者
も林少華から施小煒に変わった。20施小煒は 2009 年に同社が刊行した『当
我談跑歩時、我談些什麼（原題：走ることについて語るときに僕の語る
こと）』で中国における村上文学の翻訳者としてデビューし、Book3 の刊
行までに、南海出版社の『新経典文庫』に収められた計 4 点の村上作品
を翻訳している。2015 年 10 月にまで「新経典文庫・村上作品」シリー
ズの村上作品数は既に 16 点に登り、なかでは施小煒訳の村上最新長篇小
説『没有色彩的多崎作和他的巡礼之年（原題：色彩を持たない多崎つく
ると、彼の巡礼の年）』も含まれている。	
『 1Q84』は、日本での発売当初から、中国でも大きな話題になってい
た。中国語版『1Ｑ 84』の発売当時には「豆瓣網」が発売記念サロンを開
                                                                  
1 8	藤井省三著、張明敏訳『中国的挪威的森林』『聯合文学』314 期、2010 年
12 月号、 57 頁。 	
19	「村上春树《 1Q84》中文简体字版在京首发」「 Sina 文化・読書」2010 年 5
月 25 日 http://book.sina.com.cn/news/c/2010-05-25/2304269344.shtml
（ 2016 年 6 月 17 日に最終閲覧） 	
20	藤井省三「中国における村上春樹受容の第二の転換期」『新潮』2011 年 3
月号、 205 頁。 	
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いたのをはじめとして、中国の大手ネット書店「当当網」では予約販売
開始と同時に先着順で『1Q84 搶読本』21100 万冊をプレゼントし、ファッ
ション誌では芸能人を使って『 1Q84』中のシーンを再現した写真を撮る
など、マスコミによる宣伝が盛んに行われた。また中国で 2 回の村上ブ
ームを起こした『森』と比べても桁違いの初版刊行部数からも、『 1Q84』
の登場は中国に第 4 次村上ブームを起こしたと筆者は指摘したい。	
いっぽう、上海訳文社もこれに負けずに、2011 年に前述の『地下』・『地
下 2』、そして紀行記の『遠方的鼓声（原題：遠い太鼓）』および『辺境	近
境（原題：辺境・近境）』を林少華による翻訳で、以前刊行したエッセー
6 冊と共に新しい『村上春樹エッセー系列』に組み入れて刊行した。	
こうして、1989 年から 2015 年までの 20 年あまりの間に、初期の一社
による版権なき出版から、同じく版権なき複数出版社による同一作の異
種翻訳の重複出版を経て、大金で版権を取得し出版するという現在のよ
うな状況に至るまで、中国は 4 回の村上ブームを経験し、56 点、およそ
100 種類以上の版本の村上作品を刊行してきた。このように多彩な村上
読書世界に浸っている中国の読者たちの間から、特に村上春樹を愛読し、
さらには村上春樹を目指して小説を創作しようとする人々―すなわち村
上チルドレンが登場してきたのである。	
1 - 2 	 中国における「村上チルドレン」の誕生 	
	 「村上チルドレン」という言葉は 2002 年 11 月にアメリカ週刊誌『タ
イ ム （ TIME）』 に 初 め て 出 現 し た 単 語 で あ る 。 原 文 は 「 Murakami’ s	
Children」で、「村上春樹の模倣者たち」という意味である。 22この言葉
は誕生して以来、いまだ完全には定着しておらず、現在文学界では「春
樹チルドレン」と並行して使われているほか、経済界では元通商産業省
                                                                  
2 1	予告編のような宣伝冊子。 	
22“ PopMaster” ,VelisariosKattoulas/Tokyo.Time,Novenber,25,2002,PP.
70~71	
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官僚の村上世彰による「村上ファンド」事件以後、その後継者に対して
使用されることもある。 23	
序章で述べたように、本論では、読者からチルドレン作家が生まれる
というなりゆきを考慮し、文学においてもともと「村上春樹を模倣する
作家たち」と定義されていた村上チルドレンの定義を「特に村上文学に
関心があり、更に批評の意欲のある読者」24にまで拡大し、より広範囲に
わたって村上チルドレンによる村上受容という問題について考察したい。
そこで、具体例の分析に入る前に、まず中国における村上チルドレンの
誕生と密接に関係する、90 年代末期から中国文壇に出現した「70 後・80
後現象」およびそれと共に現れた村上チルドレン予備軍の「小資」と「布
波族」の登場について述べたい。	
	 「 70 後」・「 80 後」というのは中国で 20 世紀末に登場した言葉で、も
とはその年代に生まれた人たちを指す用語であった。それが現在のよう
に専ら 70 年代生まれ、あるいは 80 年代生まれの若手作家を指す文学専
門用語へと変化したきっかけは、上海文芸出版社主催の隔月刊文芸誌『小
説界』1996 年第 3 期の特集「70 年代以降」である。当時『小説界』副編
集長だった魏心宏は、主流が不在であり、大きな進展も見えない 1990 年
代以降の中国文壇に新人を送り出すとき、この新しい作家グループの作
風の特徴をまとめる共通のうまい言葉が見つからず、とりあえず以前の
作家グループと区別をつけるために、出生年代という共通点によって「70
後」と称した、と述べている。 25	
しかし、すでに広く受け入れられている、出生年代によって境界線を
引くこの言葉は、偶然とはいえ、まさに 70 後作家群の特徴を浮き彫りに
                                                                  
2 3	例えば、高橋篤史「村上チルドレン“マネーゲーム”の前途」『週刊東洋
経済』 2006 年 6 月 17 日号、 112 頁。 	
2 4  ただし、この「批評の意欲のある読者」のなかでは、のちに文学批評、または学術
研究にまで発展する文学批評家や村上研究者は本論で使用する「村上チルドレン」の
対象外とする。  
2 5	魏心宏『為什麼叫她們“七十年代後”（代後記）』，『七十年代以後小説選―
紙戒指』上海文芸出版社、 2001。 	
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している。「文革」末期に生まれ、鄧小平時代の改革・開放期の中で成長
した 70 後作家群は、新中国の高度経済成長により、精神的・物質的に豊
かになっていく生活面での著しい変化を自ら体験しているため、その意
識形態や創作手段にも、社会の影響を受けたことによる変化が見受けら
れる。	
なかでも、最も代表的な特徴と言えば、おそらく「美女作家」の出現
と「網絡文学（ネット文学）」 26の隆盛であろう。前者のきっかけは吉林
省作家協会主催の半月刊文芸誌『作家』の 1998 年 7 月号における特集「70
年代出生的女作家小説専号」で、ここでは衛慧、棉棉（めん・めん、1970
～）、周潔茹（しゅう・けつじょ、1976～）など 7 名の女性作家の作品そ
れぞれに有名批評家による書評および作家自身の創作談が付せられて掲
載されたが、その際各作家の写真二、三枚が雑誌の扉にずらりと並べら
れ、読者に視覚的興味を引き起こして話題となった。それ以来、『小説界』
がそれまで維持してきた「70 後」作家群の男女のバランスは一気に崩れ、
美女作家が群をなして登場したのである。彼女たちは自分の容貌をマス
メディアで強調すると同時に、自身の奔放な性体験やドラッグ体験など、
普通はタブーとされるような話題を、憚ることなくさらけ出しながら小
説化し、その方法は「身体で書く（原文：身体写作）」とも呼ばれている。
27後者を後押ししていたのは、90 年代以降の中国におけるインターネッ
                                                                  
2 6	 欧陽友権「网络文学研究的前沿问题」は「網絡文学」には 3 つの意味が
あると述べている。一つは広義的の「網絡文学」として、ネットで流通して
いる文学のすべてを指す。例えば、紙版雑誌の発行とともに発行されるデジ
タル版がある。二つ目はネットで発表したオリジナル文学のことである。こ
のジャンルは現在の「網絡文学」の主流であり、ネットから誕生したとはい
え、のちに出版社によって紙版の出版物として刊行される可能性もある。例
えば安妮宝貝の『さよならビビアン（原題：告别薇安）』。三つ目はネットの
特徴を利用して創作され、ネットに依存する文学である。例えば複数の作者
によって、リレーという形で完成する「接龍小説（リレー小説）」などがあ
る。本論で言及する「網絡文学」は二番目のジャンルを指している。
http://www.eduww.com/xsxk8010/ShowArticle.asp?ArticleID=7087。（ 2015
年 4 月 16 日に最終閲覧） 	
27	邵燕君『“美女作家”現象研究―从“ 70 後”到“ 80 後”』広西師範大学出
版社、 2005 年、 7 頁。 	
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トの普及に伴って、ネットで文学作品を創作し発表する人たちのために
立ち上げられたネット文学サイトの増加である。たとえば 1991 年に王笑
飛が立ち上げた「海外中文詩歌通信網」をはじめ、1994 年 2 月に方舟子
たちによって創立された中国最初のネット文学雑誌『新語絲』、同年に元
「海外中文詩歌通信網」メンバーの女性作者たちによって創立された女
性ネット文学雑誌「花招」などを経て、2016 年現在勢いのある「榕樹下」
28、「小説閲読網」 29などは、いずれも中国社会科学院インターネット研
究センターおよび中国文学ネット主催の 2008 網絡文学発展サミット 30で
発表された「最も影響力のある文学サイト」トップ 10 にランクインする
までに発展しており、中国の網絡文学はすでに一つの成熟した文学ジャ
ンルと言えよう。	
1998 年 3 月に台湾の BBS31で発表された、当時台湾成功大学水利工学博
士課程在学中だった蔡智恒（さい・ちこう、 1969～）によるネット小説
『第一次的親密接触』は、網絡文学ブームを本格的に引き起こしたきっ
かけと見られている。この小説は、インターネットを通じて生まれた男
女二人の感動的なラブストーリーで、ネットユーザーには馴染みのある
顔文字が使われており、台湾版『タイタニック』と称されるほど人気を
博した、正真正銘のネット小説である。その翌年の 11 月に中国知識出版
社は同小説を書籍出版し、中国の網絡文学の創作に新たな刺激を与えた。
現在の中国で網絡文学の代表的な作家と言えば、安妮宝貝、李尋歓、邢
育森、寧財神などの名前があげられる。	
ところで、「 70 後」の出現とほぼ同時期に、中国社会には「プチブル
（原文：小資）」や「ブルジョア・ボヘミアン（原文：布波族）」と呼ば
れる人々が登場した。藤井省三によれば、上述のような、「文革」末期に
生まれ、鄧小平時代、あるいはポスト鄧時代に成長してきた人たちの中
                                                                  
2 8  「 华 语 文 学 原 创 网 站 -榕 樹 下 」 h t t p : / / w w w . r o n g s h u x i a . c o m / g u e s t . h t m l  
2 9  「 小 说 阅 读 网 」 h t t p : / / y a n q i n g . r e a d n o v e l . c o m /  
3 0  「 2 0 0 8 網 絡 文 学 発 展 サ ミ ッ ト 」ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p : / / w w w . l i t e r a t u r e . o r g . c n / p i n g x u a n /  
3 1	英語 Bulletin	Board	System の略称で、電子掲示板のことを指す。 	
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でも、特に改革開放により先進都市になりつつある上海・北京などの大
都市に在住する学歴エリートが中産階級を形成し始め、また民営マンシ
ョン、カフェ、バー、私的旅行など人民共和国において初めての都市文
化が出現したこともあって、「小資」や「布波族」と呼ばれる人々が登場
したという。 32	
「小資」とは「小資産階級」の略称であり、その判断の基準としては、
高学歴でホワイトカラーまたは自由職、経済的な余裕があり、独身者が
多く、ブランドに特別の愛着を持ち、スターバックスの常連客で、張愛
玲（チャン・アイリーン、ちょうあいれい、 1920～ 1995）と村上春樹を
読み、旅行好きである等といった条件が挙げられる。「布波族」とはブル
ジョワ（布爾喬亞	Bourgeois）の「布」とボヘミアン（波西米亞	Bohemians）
の「波」を組み合わせて作られた言葉である。「小資」の一種ではあるが、
「小資」と比べて自由で反逆的で、自分の考えを持つ消費的コマーシャ
リズムの担い手であり、また冷静でより洗練されていると認識されてい
る。33彼らは北京・上海のような中国の大都市で多様なライフスタイルを
享受しながら、村上文学を都市生活のガイドブックとして熱心に受容し、
正に前述した藤井省三が提示した中国で起きた第 2 次村上ブームの担い
手となっている。そして、彼らの出現は次に登場する中国村上チルドレ
ン作家のために土台を築いたと言えよう。	
「 70 後」に続いては、同じくその出生年代によって称される 80 後作
家群が、21 世紀初頭の中国文壇に華やかに登場した。「80 後」作家群は
1979 年の中国政府による一人っ子政策実施後に生まれており、「ワガマ
マ」「利己的」「世間知らず」などと世間から厳しく批判されながらも、
主に青春、反逆、恋愛といった思春期の少年少女たちに共通する悩みを、
この世代独自のリアリズムあるいはファンタジーの形式で小説化してい
る。	
                                                                  
3 2	藤井省三「家族の不在…」、 174 頁。  
3 3	藤井省三「家族の不在…」、 174 頁。 	
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前世代とは異なる個性的な「80 後」の登場は中国文壇に「80 後現象」
と言われるまでの反応を引き起こした。「 80 後」作家が大きく注目され
始めたきっかけとなったのは、1999 年に文芸誌『萌芽』が北京大学、復
旦大学、南京大学を含む中国名門大学７校と共同開催した第一回「新概
念作文コンテスト（原文：新概念作文大賽）」において、韓寒（かん・か
ん 	 1982～）が一等賞を受賞し、翌年彼の人気デビュー作『上海ビート
（原題：三重門）』（2000 年、作家出版社）が刊行されたことであると広
く認識されている。	
「新概念作文大賽」とは上海作家協会発行の文芸誌『萌芽』が主催す
る全国範囲で影響力を持つ青少年向けの作文コンテストのことである。
1997 年末から中国全土で中学校の国語教育に対する注目度が高まった中
で、主に青少年向けの『萌芽』誌が 1998 年に『教育怎么办（教育はどう
するか）』というコラムを設け、国語教育の諸問題について意見を発表し
た。同年『萌芽』誌は北京大学、復旦大学、華東師範大学、南京大学、
南開大学、山東大学、厦門大学の７校の中国名門大学と共同で「新概念
作文大賽」を開催し、従来学校で教えられてきた、いわゆる「八股文」
に対抗すると同時に、参加者に平等な機会の中で、より自由な形式で、
自由な内容を書くことを奨励した。最初の二回は、一部の受賞者を試験
免除で名門大学の中文系または関連するほかの人文系に推薦したが、三
回目からは国家教育部が文系受験生の大学入試免除を取り消したため、
受賞者に対する大学進学の優遇が中止された。それでも「新概念作文大
賽」の及ぼした社会的影響力は徐々に広がり、昨年度（ 2015 年）の 11
月に第 18 回目のコンテストが無事終了した。主に 30 歳以下の青少年を
対象とする 34「新概念作文大賽」は現在中国文壇で活躍している多くの「80
後」作家を誕生させたと言っても過言ではない。	
                                                                  
34  「新概念作文大賽」の参加者はＡ・Ｂ・Ｃの三つのグループに分けられ
ている。それぞれの対象者を、Ａグループは高３および高２の学生（専門学
校生も含む）、Ｂグループは高１および中学校の学生（専門学校生も含む）、
Ｃグループは中学生以外で 30 歳以下の青年として設定されている。  
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それ以降、同年に北京の文芸誌『詩参考』で組まれた特集「80 年代出
生的少年詩人力作展」をきっかけに、詩壇でも 80 後ブームが始まり、2003
年 1 月には文芸誌『芙蓉』が「我們，80 年代出生」という特集を組んで
春樹（しゅん・じゅ、 1983～）、蒋方舟（しょう・ほうしゅ、 1989～）、
李傻傻（り・せせ、1981～）らの作品を掲載するなど、80 後に関する文
芸サイト、あるいは文芸特集が続々と現れた。しかし、当時の 80 後現象
はまだ社会全体にまでは広がっておらず、文芸サロンのような限られた
範囲内で流行していた。2004 年 2 月、『タイム』アジア版の表紙に春樹
の写真が掲載され、また同紙掲載の“ The	New	Radicals”というタイト
ルの文章のなかで、同じく 80 年代生まれの作家韓寒、ハッカーの満舟お
よびロックミュージシャンの李揚と共に中国の「80 後」として紹介され
たことをきっかけに、「80 後」現象は広く注目され始めたのである。35だ
が、その構成メンバーを見ればわかるように、当時の『タイム』は「 80
後」を文学現象に限らない一つの文化現象として紹介していた。にもか
かわらず、中国側は専ら作家にのみ注目し、現在のように「80 後」を作
家に限定して使うに至った。	
学者の江氷は「80 後」を「命名前」と「命名後」の二段階に分けるべ
きだと指摘し、前者は文芸誌『萌芽』およびインターネットを媒体にし
た組織化されていない自発的な創作であり、後者はメディアに促されて
文学へ移行したことから生じた「80 後」の局面であると述べた。 36	
このような経緯で、「 80 後」作家の代表として、韓寒、郭敬明、張悦
然（ちょう・えつぜん、1982～）、春樹たちが活躍し始め、デビュー後直
ちに同年代や、より若い世代である「90 後」読者たちの共感を呼び、人
気を博した。しかしいっぽう、学術界や評論界では「80 後」の勃興につ
いて、「マスコミの宣伝による実態のないゲーム」37、「「 80 後」は市場に
                                                                  
3 5	“ The	New	Radicals” ,Hannah	Beech/Beijing,Time,February	
2,2004.pp.32~38	
36	江氷「試論 80 後文学命名的意義」『文芸評論』2004 年 6 月号、40－ 41 頁。 	
37	原文「由市场炒作的一场梦幻游戏」丁麗潔「“ 80 後”：終結還是継続」『文
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はデビューしたが、文壇にはまだデビューしていない」38などのような疑
いや批判の声が多かった。これに対して、「 80 後」たちも負けずに様々
なメディアを通して反発し続けている。その中で最も注目すべき事件は、
インターネット上で起きた評論家白燁と「80 後」代表作家の韓寒をめぐ
る「韓白之争」と呼ばれる激しい論争である。この論争の発端は、文芸
批評家の白燁（1952～）が 2005 年 3 月に発表した「“80 後”的現状与未
来」を自身のブログにアップロードしたことだった。この評論で白燁は
2006 年 2 月 24 日に「 80 後」の文学活動について、「	“ 80 後”はどちら
かと言えば一つの文化現象であって、いまだ文学創作の特徴あるいは文
学流派の傾向を備えてはいない」 39、「近年の書籍出版は市場化され続け
ており、とりわけ長編作品は（中略）以前は長編を出すのは著名作家だ
けであり、まず雑誌に連載してから出版社によって刊行された。当時長
編小説の出版は、一般の無名作家には無縁なことであった」40と述べてい
る。このような発言は、表面的には「80 後」を批判も賛美もせず客観的
に評価しているようであるが、実際には従来の文学的価値観によって、
「80 後」の文学性を否定するものだった。これに対して韓寒は翌月 2 日
に自分のブログで「文壇是個屁 	 誰都別装逼（文壇は屁だ 	 誰もかっこ
うつけるな）」というブログ文を発表し、激しく反論した。文章の中で乱
暴な言葉が頻出したため、白燁は韓寒が使っている下品な言葉はまさに
「80 後」の素質低下の証拠であると述べ、韓寒がこれに対して「有些人，
话糙理不糙；有些人，话不糙人糙（ある人は、言葉は乱暴だけど道理は
                                                                                                                                                                                                 
学報』、 2006 年 8 月 31 日。 	
38	原文「“ 80 后”走上了市场，但没有走上文坛」白燁「“ 80 后”的現状与未
来」中国当代文学研究会議事録『当代文学研究資料与信息』 2005 年 3 月、
13 頁。 	
39原文「“ 80 后”更多是一种文化现象，还不具备一种文学写作的特点或文学
流派的倾向」。白燁「“ 80 後”的現状与未来」 12 頁。 	
40原文「这几年图书出版不断市场化，尤其是长篇作品（中略）以前出长篇都
是名家的事，先在杂志上连载然后由出版社出书。那个时候出版长篇小说作品，
和一般的不知名作者是没什么关系的。」白燁「“ 80 后”的現状与未来」、 14
頁。 	
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乱暴ではなく、ある人は、言葉は乱暴ではないけど人間性が乱暴）」とい
うブログ文で反論し、論争が一層エスカレートした。その後、作家の陸
天明、監督の陸川、ミュージシャンの高暁松の参入によって論争は更に
拡大し、一か月以上続いた末、 3 月末頃に主な論争者たちそれぞれのブ
ログ停止をもって終止した。 41	
評論家であると同時に作家協会のメンバーでもある白燁が保守的な立
場から「80 後」を批判したのに対して、「80 後」側からその保守性その
ものに対する根源的批判が返された。そもそも、多くの「80 後」は従来
の作家デビューの過程によらず、「新概念作文大賽」やネット文学のよう
な新しいルートを通って作家デビューしているのである。彼らは最初か
ら保守的「規範」から逸脱している人々であり、その作品の内容からい
っても自由、反逆、個人主義の追求が彼らの特徴である。しかしいっぽ
う、2007 年の後半に、郭敬明、張悦然、蒋峰ら 80 後の代表的作家たち
が作家協会に加入したことを考えると、一部の保守主義者から批判を受
けているとはいえ、「 80 後」作家たちはすでにいわゆる正統派文学体制
に承認され始めていると言えよう。	
このように鄧小平時代以降に生まれ、改革・開放の進むポスト鄧時代
の中で成長してきた「70 後」「 80 後」は、毛沢東時代に確立された「単
位」社会という社会主義中国的「大家族」制度の崩壊に伴ってその孤独
感を増したと同時に、従来の集団主義から個人の内面を重視するように
なり、精神的自由を求めると同時に、物質面に対しても高い要求を持つ
ようになってきている。そして前述した「小資」や「布波族」のような
都市文化を謳歌する若者たちは、物質的に豊かになっていく消費社会の
中で育ち、その精神が形成されたため、外来文化を積極的に吸収し、ま
た物質面に対する要求も旧世代と比べて当然高いものである。このよう
                                                                  
41  「韓白之争」の経緯について、楊冠穹論文「「八〇後」と現代中国出版市
場の変容～韓寒を中心に」『東京大学中国語中国文学研究室紀要』第 17 号
77～ 81 頁、及び「百度百科―韓白之争」を参考にした。
ht tp : / /ba ike .ba idu .com/v iew/254689 .h tm	 （ 2016 年 4 月 13 日に最終閲覧）  
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な新世代にとって、村上作品はあたかもバイブルのような存在であり、
彼らがそこに描かれた青春の喪失感や挫折感に共感すると同時に、小説
中から日本の若者達の恋愛や都市生活の方法を学ぶようになったのであ
ろう。その中から、やがて村上チルドレン作家が登場してくるのである。	
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第 2 章 	 模倣的創造の村上チルドレン流行作家群―衛
慧・慶山（旧名：安妮宝貝）・郭敬明の村上受容を中心
に 	
2- 1 	 衛慧の村上受容と作風の転換 	
	 「 70 後」美女作家の代表である衛慧は、1995 年に上海復旦大学中文科
を卒業した後、記者、編集者、ラジオアナウンサーなどさまざまな職業
を経ながら、文学創作活動を続けた。最初に発表した作品はおそらく 1995
年 4 月の『芙蓉』に掲載された『夢無痕』であろう。 1ちょうどその翌年
の 1996 年から「 70 後」が文壇に登場したため、衛慧は 1999 年まで短編・
中編小説を次々に『小説界』、『上海文学』、『鐘山』などの国内文芸誌に
発表した。1999 年から「美女文学」を中心とする「70 後」文学の主要メ
ディアは文芸誌から書籍出版界へと移行し始めたため、2000 年までの一
年間のうちに、衛慧はそれぞれ『蝴蝶的尖叫』（ 1999 年）、『衛慧みたい
にクレイジー（原題：像衛慧那様瘋狂）』（1999 年）、『水中的処女』（2000
年）、『欲望手槍』（2000 年）という 4 冊の短編集、および長編小説『上
海ベイビー（原題：上海宝貝）』 2（以下『ベイビー』と略記する）の、
計 5 点の作品を刊行した。そのうち大胆な性描写によって注目され、中
国でベストセラーになってからまもなくして、当局から発禁処分を受け
た衛慧の半自伝的小説『ベイビー』は、30 ヵ国以上に翻訳出版され、日
                                                                  
1	衛慧『水中的処女』花山文芸出版社、 2000 年、 253 頁。 	
2	衛慧『上海宝貝』春風文芸出版社、 1999 年。日本語訳『上海ベイビー』
桑島道夫訳、文春文庫、 2001 年。 	
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本語版訳者の桑島道夫によると「「発禁」という話題性も手伝って、日本
語版も 27 万 2000 部まで発行部数を積み上げている（2005 年 8 月 20 日
現在、 18 刷）」 3ほど国際的に人気を博していることから、衛慧は国内外
で一躍注目を浴びる作家となった。ちなみに、同書は 2009 年 8 月に第
21 刷にまで増刷されており、日本における『ベイビー』の人気の高さが
窺がえよう。	
	 『ベイビー』の女性主人公で作家志望のココは、大学卒業後、カフェ
でアルバイトをするうちに、性的に不能で社会適応力の無い高等遊民で
ある男性主人公天天と出会い、恋に落ちる。そのいっぽうで、友人のパ
ーティーで知り合ったセクシーなドイツ人エリート商社マンであるマー
クとの肉体関係に溺れる。精神的愛と肉体的欲望の間でさまようココが、
物語の最後に天天の薬物中毒死とマークの帰国によって恋の破局に直面
し、大都市の上海で、「そうだ。私は誰？私は誰？」と自分に問い続ける
ところで、物語は終わる。	
	 序章の先行研究で言及した研究者丁琪による論文では、『ベイビー』の
天天と『森』の直子との類似性に注目すると同時に、『森』と『ベイビー』
は単なる恋愛物語ではなく、両作品は「周縁青年」・「新新人類」が物質
主義の世界において物質と精神の分裂によって味わう苦痛、また新しい
価値の座標軸を探し求めるときの迷いという深層部のテーマを共有して
おり、直子と天天は理想的な世界を想像力と期待を持って追い求める「失
われた世代」の代弁者であると述べ、更に両作における登場人物間の三
角関係を提示している。4これを受けて藤井省三はその『ベイビー』にあ
るココ、天天、マークという三角関係は「『森』のワタナベと直子・緑の
関係をほぼ踏襲しつつ男女の性を転倒させて成り立っている」5ものであ
                                                                  
3	桑島道夫「「新人類」作家の登場―「身体で書く」女性作家、衛慧、棉棉、
そして木子美」、尾崎文昭編『「規範」からの離脱』山川出版社、 2006 年、
180 頁。 	
4	丁琪「消費喧嘩…」『内蒙古大学学報人文社会科学版』2004 年 9 月号、91-93
頁。 	
5	藤井省三『村上…中国』 181 頁。 	
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ると指摘している。	
	 ところで、『ベイビー』と『森』は登場人物の設定以外に、「青春」と
いうテーマにおいても共通している。筑波大学教授・文芸評論家の黒古
一夫は『森』の青春というテーマについて、「出色の〈青春小説〉」 6であ
り、「〈失恋〉がひきおこした青春の残酷さと優しさ、そして混乱を描き
出しているのも、そのような精神の在り様がいかにも青春にふさわしい
ものであり、そんな世界を描くことが自分なりの青春への決着のつけ方
……」 7と評価した。この評価はそのまま『ベイビー』にも当てはまるだ
ろう。つまり、『ベイビー』は『森』の持つ青春物語というテーマを継承
しており、ワタナベに相当するココは、天天の死とマークの帰国により
失恋を経験するが、その恋愛から失恋への過程で経験した青春の残酷さ
と美しさ、その過程によりひきおこされた混乱や葛藤の多くがココの青
春における精神のあり様を象徴しているのであって、それは同時にココ
の青春への決着のつけ方でもあると理解できよう。	
いっぽう、村上春樹自身が作品全集の付録である『自作を語る』の中
で述べているように、『森』は「100 パーセントの恋愛小説」であると同
時に成長小説でもある。 8『森』の冒頭、ドイツ・ハンブルク空港に到着
した飛行機内で、ビートルズの名曲「ノルウェイの森」をふと耳にした
37 歳のワタナベは、18 年前のことを思い出す。このような「回顧」の形
式をとることによって、昔のワタナベが直子の「私を忘れないで」9とい
う願いに自信満々で「いつまでも忘れないさ」「君のことを忘れられるわ
けがないよ」10と答えていたにもかかわらず、現在では「…僕の頭の中に
直子の顔が浮かんでくるまでには少し時間がかかる。そして年月がたつ
                                                                  
6	黒古一夫『村上春樹―「喪失」の物語から「転換」の物語へ』勉誠出版、
2007、 113 頁。 	
7	黒古一夫『村上春樹―「喪失」の物語から「転換」の物語へ』、 112 頁。 	
8	村上春樹「 ⁽自作を語る ⁾100 パーセント・リアリズムへの挑戦」（『村上春
樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』講談社、 1991 年、付録）Ⅸ頁。 	
9『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 16 頁。 	
10『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 17	頁。 	
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につれてそれに要する時間はだんだん長くなってくる」11という避けられ
ない現実に直面しており、それを痛感した時の悲しみや、「そう考えると
僕はたまらなく悲しい。何故なら直子は僕のことを愛してさえいなかっ
たからだ」12という過去に対する反省を通して、今を生きる「僕」の成長
が示されているのである。これは村上春樹による成長の定義である「人々
が孤独に戦い、傷つき、失われ、そしてにもかかわらず生き延びていく」
13ことにも呼応している。	
これに対して『ベイビー』の最終章では、天天の祖母から「あなた、
誰？」と聞かれたココが、「そうだ、私は誰？……私は誰？」14と自問し、
限りない虚無感と喪失感の中で自分を見失ってしまう場面が描かれ、そ
れは『森』の結末でワタナベが緑に「あなた、今どこにいるの？」15と聞
かれ、電話の向こうで「僕は今どこにいるのだ？（中略）いったいここ
はどこなんだ？」 16と自問し、「どこでもない場所のまん中」 17で彷徨い
つづける場面に酷似している。ただし、『ベイビー』は『森』のように「回
顧」の形をとることによって主人公の成長を示すのではなく、現在進行
形の物語形式を選んでおり、これにより読者に更に強烈な臨場感を与え
るいっぽうで、主人公であるココが肉体的にも精神的にも成長しないま
ま物語が終わっている。	
こうした意味で、『ベイビー』は『森』の諸要素を積極的に吸収し、登
場人物たちの三角関係を継承するいっぽうで、その性別を転倒させなが
ら、大胆な性描写やドラッグ体験などといった「美女作家」としての特
徴を前面に押し出した、『森』に対する模倣的創造の作品と理解できる。	
『ベイビー』の成功は衛慧の「美女作家」としての地位を確立させたが、
                                                                  
1 1『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 10 頁。 	
12『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 18 頁。 	
13	村上春樹「自作を語る」、Ⅹ頁。 	
14	原文「你是谁？（中略）是啊，我是谁？我是谁？」衛慧『上海宝貝』264
頁。桑島道夫訳『上海ベイビー』 386 頁。 	
15『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 419 頁。 	
16『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 419 頁。 	
17	『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 419 頁。 419	頁。 	
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発行後まもなく受けた発禁処分は衛慧を精神的に大きく動揺させた。こ
れについて、作家本人が 2007 年のインタビューで「（2000 年）私は四面
楚歌に直面し、作家としてのアイデンティティーを失ってしまった。そ
して 2001 年にニューヨークに着くと、翌日が世界貿易センタービルの爆
破でそうした安全や安定を失った感覚は私に深刻な影響を与え、まるで
東洋にも西洋にも、私衛慧の居場所はないかのようだった」18と語ってい
る。人生の激変から生まれた不安と困惑を打ち消すためなのか、衛慧は
同インタビューで自分が渡米してから座禅と瞑想を始めたことを明言し
ている。そして、このような生活と精神の両面における変化が『ベイビ
ー』以降の作品に大きく影響を与えたものと思われる。	
2004 年刊行の長編小説『ブッダと結婚（原題：我的禅）』19は国際的女
性作家のココと、彼女をめぐる二人の男性、日本人 Muju とアメリカ人ニ
ックを中心に、上海とニューヨークを舞台として展開する、国際都市に
おける恋愛物語である。この作品は『森』の三角形関係を髣髴とさせな
がらも、性に関する描写も少なくないため、『ベイビー』の続編とも言わ
れるが、内実ひそかな変化が表れてもいる。中国の文学研究者周仲謀・
王志娟は、その変化について次のように指摘している。	
	
「 	“性の顫動音”はやや少なくなったようであり、作品全体の風格ス
タイルもかなり含蓄のあるものになった。禅宗思想は小説の中でそれほ
ど深く表現されていないが（中略）衛慧は作品の中で、作中人物に精神
のよりどころを見つけさせることで、読者に新たな生きる姿勢を提示し、
作者の人生に対する思考および現実生活に対する理解を提示してもおり、
                                                                  
18  原 文 ：「（ 2 0 0 0 年 ）我 面 临 四 面 楚 歌 ，失 去 了 作 家 的 身 份 感 。而 2 0 0 1  年 到 了 纽 约 ，第
二 天 就 是 世 贸 大 厦 的 被 炸 ， 那 种 不 安 全 感 与 不 稳 定 感 严 重 地 影 响 了 我 ， 似 乎 无 论 是 东 方
还 是 在 西 方 ， 都 没 有 我 卫 慧 的 立 脚 之 地 。」「 中 国 網 ― 卫 慧 圆 满地说再见」 2007 年 8
月 13 日。 	
ht tp : / /www.ch ina .com.cn /book/ tx t /2007-08 /13 /con ten t_8674883_5 .h tm 
（ 2016 年 6 月 17 日に最終閲覧）  
1 9	衛慧『我的禅』上海文芸出版社、 2004 年。日本語訳『ブッダと結婚』泉
京鹿訳、講談社、 2005 年。 	
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以前の作品と比べると、ある程度それらを超越したという意義がある」20	 	
	 さらなる大きな作風転換が示されたのは 2007 年刊行の長編小説『狗爸
爸』（作家出版社）においてである。この作品では、上海で恋人の哲と優
雅な生活を送っていた洋服店女性経営者の魏が、ある日突然姿を消した
哲を探し出すために、交通事故で亡くなった父親の霊魂が憑依した犬「露
風禅」と共に旅に出る。道中で魏は「露風禅」となった父と共に様々な
困難を乗り越えながら、善良、正直、勇敢、信念、容赦という五つの人
生の真諦を習得した末、ようやく哲との再会を果たす。物語の最後に二
人は結婚し、更に新たな命まで授かるというハッピーエンドとなってい
る。	
	 衛慧の以前の作品と比較して、『狗爸爸』の特徴について、中国の研究
者は以下のように指摘している。	
	
「衛慧の作品を総合的に見れば、（中略）『ベイビー』のココ、『艾夏』
の艾夏、『衛慧みたいにクレイジー』の「私」、そして『ブッダと結婚』
の美女作家などは皆こうであり、最初途方に暮れて作品に登場し、結末
に至って、物語が語り終わっても、主人公のほとんどはやはり途方に暮
れている。この意味で、衛慧作品の登場人物は成人へと成長するプロセ
スを欠いており、人物像は単純で活気が足りない。（中略）『狗爸爸』は
衛慧作品のこれまでの人物設定とは異なっており、青年という形象を作
品の焦点としていることは変わっていないものの、作品中の「私」とボ
ーイフレンドの哲は明らかに責任感のある若者である。貧しい大学生へ
の援助や山奥の学校への寄付によって、哲と「私」は自分の生活を楽し
むと同時に社会に対する責任も担っている。責任を負うと同時に我々が
                                                                  
2 0	原文「 	“性的颤音”似乎少了一些，整部作品的行文风格也内敛了许多。
虽然禅宗思想在小说中的表现还不是那么深入，甚至不够贴切自然，但卫慧毕
竟在作品中给小说人物寻找到了一个精神皈依的处所，为读者展现了一种新的
生活态度，展现了作者对人生思考和对现实生活的理解，较之以往的作品是有
一定超越意义的。」周仲謀・王志娟「比較文学視域中的衛慧小説創作」恩施
職業技術学院学報（総合版） 2008 年第 4 期、 60 頁。 	
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享受するのはもはや社会の「排除」ではなくなり、このため衛慧の以前
の作中人物のような孤独感はなくなったのである。」 21	
	
	 更に『狗爸爸』の魏は「露風禅」と共に修行を行い、人生の真諦を習
得することによって、大人へと成長し、その成果を胸に、妻そして母に
なるというように設定されている。	
衛慧自身の説明によると、『狗爸爸』は「人類が社会、物質、科学の進
歩に対する追求から心、精神への探索へと進化する時代を暗喩する「フ
ァンタジー」小説であり（中略）セックスは出てこない」22。このような
変化はおそらく衛慧自身の人生体験と密接に関係していると考えられる。
『狗爸爸』刊行後まもない 2007 年 5 月に、衛慧は上海で階段から落ちて
重傷を負い、25 日間にわたり意識不明の危篤状態に陥った。意識不明状
態から回復した衛慧は、メディアに対して、『狗爸爸』後はしばらく絶筆
するつもりであり、「結婚して子供を産むべき頃合いになった」と述べた。
23衛慧のこのような「結婚生子」への思いはおそらく『狗爸爸』の創作時
期にはすでにあったと考えられる。よって、作品を通して青春時代の自
                                                                  
2 1	原文「综观卫慧的作品 ,	（中略）《上海宝贝》中的倪可、《艾夏》中的艾
夏、	《像卫慧那样疯狂》中的“我”、	《我的禅》中的美女作家等都是这样 ,	
开始带着迷惘出现在作品 ,	到了结尾 ,	当叙事过程完成后 ,	主人公大多还是
迷惘的。从这个意义上看 ,	卫慧小说中的人物缺少一个长大成人的过程 ,	形象
本身较为呆板和简单。（中略）《狗爸爸》改写了卫慧以往作品塑造人物的方式 ,	
尽管依旧以青年形象作为作品关注的中心 ,	但作品中的“我”和男友哲则显然
是有责任心的一群。对于贫困大学生的帮助和山区学校的资助使哲和“我”在
享受生活的同时承担起了自己对社会的责任。在承担责任的同时我们享受到的
不再是社会的“排斥” ,	因而也就没有了卫慧以往作品中人物的孤独感。」王
瑜「長大成人与失落家園的找回―由新作『狗爸爸』論衛慧創作転型」『当代
文壇』 2008 年第 4 期、 94 頁。 	
2 2  原文「指喻人类由追求社会、物质、科技层面的进步演进到注重心灵、精神
层面探索的时代、属“ fan tasy”小说（中略）没有性。」「新浪新聞中心―“美
女作家”卫慧上海坠楼摔折脊椎  昏迷 25 天后想结婚生子」 2007 年 5 月 19
日。 ht tp : / /news .s ina .com.cn /o /2007-05-19 /102811851513s . sh tml（ 2016 年 6 月
17 日に最終閲覧）  
2 3	原文「現在是時候結婚生子了」「美女作家衛慧上海墜楼摔折脊椎 	 昏迷 25
天後想結婚生子」前掲「“美女作家”卫慧上海坠楼摔折脊椎 	 昏迷 25 天后想
结婚生子」。 ht tp : / /news .s ina .com.cn /o /2007-05-19 /102811851513s . sh tml（ 2016
年 6 月 17 日に最終閲覧） 	
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分に別れを告げ、魏の成長によって自分の成長をも暗示し、これから新
しい人生に向かって歩んでいこうという決心を読者に告白したと理解で
きよう。この点について、『狗爸爸』の最後の「私は大きく背伸びをして、
鏡に向かって微笑みを浮かべた。家だ、これこそ私の幸せな家なのだ」24
という言葉から、将来の自分の結婚生活に対する衛慧の憧憬が窺がえよ
う。	
そのいっぽうで、衛慧は転落事故から回復した後、事故後に生と死の
境目にいる時、三毛（ 1943～ 1991）と張愛玲の幽霊に話しかけられたと
自分自身のブログに書きこんでいる。	
	
「病院にいる間に、私は（中略）三毛、そして（中略）張愛玲の幽霊
たちと出会い、会話をしており、彼女たちはまるでセイレーンのような
調子で私にこう語りかけた。死ぬのは容易、生きるのは容易ではない、
愛も容易ではない。私は彼女たちに対して、そしてそれ以上に自分に対
してこう言った。死は容易だ、生は容易だ、愛も容易だ。こうして私は
帰ってきた。」 25	
	
このような興味深い発言は、再生した衛慧が、中国文学史上での三毛
と張愛玲のような地位を目指すべく、再出発の決意を表したものと考え
られよう。	
このようにして、一世を風靡した「美女作家」衛慧は、その人生にお
ける成長と共に作風を変化させ、初期の作品に見られるような、人生の
目標も不明確なままに大都市で彷徨い、様々な経験を経た後に更なる深
                                                                  
2 4原文「我伸了一个长长的懒腰，对着镜子浮上一个微笑。家，这就是我的甜
蜜的家。」衛慧『狗爸爸』 213 頁。 	
25 	原文「在医院期间，我与（中略）三毛，还有（中略）张爱玲的鬼魂们相
遇并对话，她们以海妖般的语调对我说：死是容易的，生不容易，爱不容易。
我对她们更是对自己说：死容易，生容易，爱也容易。于是我回来了。」衛慧
公式ブログ http://blog.sina.com.cn/u/48866b02010008uo（ 2015 年 4 月 16
日に最終閲覧）  
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い喪失感に陥っていくクレイジーな主人公という設定―ある意味社会か
ら孤立しているデタッチメントな人々という設定―から、『狗爸爸』の創
作においては大きく変化し、社会へのコミットメントを呈示し始めてい
る。また『狗爸爸』における、人生に起こりうる様々な困難を潜り抜け
て生き延びるというプロットの設定も、前述した村上春樹の定義になる
「成長」というテーマに通じるものがあるだろう。そうして、衛慧は 1999
年にデビューして以来、刺激的な作品『ベイビー』と穏やかな作品『狗
爸爸』により、 7 年かけて『森』の「青春」と「成長」の二大テーマの
受容を完成させたと理解できる。しかし、『狗爸爸』は、村上春樹『ねじ
まき鳥クロニクル』と同じく突然失踪した妻を捜すために様々な冒険を
経験したり、短編「かえるくん、東京を救う」と同じく人間の言葉を話
す動物の指示によって任務を果たしたりする設定が登場する。このこと
から、作風の転換そのものも含め、衛慧は模倣的創造を通じて、なおも
村上チルドレンの系譜にあると言えよう。	
2 - 2 	 絶え間なき村上春樹への関心―慶山の村上受容 	
次に、衛慧と共に「70 後」を代表するもう一人の有力な村上チルドレ
ン作家の慶山における村上春樹受容について検討してみたい。	
慶山の本名は励婕、中国浙江省の古い港町である寧波で生まれ育ち、地
元の大学を卒業後、大手銀行の地元支店で勤務のかたわら、1998 年に短
編小説「さよなら、ビビアン（原題：告別薇安）」（以下『ビビアン』と
略記する）でネット小説家としてデビューした。当時使用したペンネー
ムは「安妮宝貝（アンニ―・パオペイ、Annie	Baby）」であった。	
前述したように、「ネット文学」は一部の「 70 後」作家たちにとって
重要な活躍の場であった。1990 年代以降の中国では、インターネットの
普及と共に、ネットでオリジナル作品を発表するライターたちのために
立ち上げられたネット文学サイトが急増した。慶山がネットデビューし
46 
 
た 1990 年代末は正に中国におけるネット文学の隆盛期でもあった。	
中国文学研究者の尾崎文昭の指摘によると、「紙媒体で 1980 年からの
20 年間でおよそ 2 万篇の小説が発表されたのに対し、インターネットで
は 98 年からの 2 年間で 5 万篇にのぼる小説が発表されたという」26	。そ
して、その中でもヒット作は改めて書籍化され、あるいはドラマ・映画
化された。2000 年に、慶山の初の短編集『ビビアン』 27が中国社会科学
出版社より単行本の書籍として刊行され、中国で累計 50 万部を突破しベ
ストセラーとなったのも、まさにその代表的な例である。	 	
2000 年以降、慶山はエッセー集『八月未央』（2001 年）と長編小説『彼
岸花』（ 2001 年）の出版を経て、創作に専念するため仕事を辞め、北京
に転居した。転居後の慶山はエッセー集『清醒紀』（ 2004 年）、『素年錦
時』（2007 年）、長編小説『蓮花』（2006 年）、『春宴』（2011 年）等の人
気作品を続々と刊行した。その後も 2013 年 1 月にエッセー集『眠空』お
よび半エッセー半インタビューの手法を取り入れた新たな文学形式によ
る、蔵書家の韋力との共著作品『古書之美』の 2 冊を同時に上梓したほ
か、同年 8 月にもエッセー選集『且以永日』、そして 2014 年 6 月に最新
のエッセー写真集『得未曾有』（北京十月文芸出版社）を刊行するなど、
慶山による小説、エッセー集、個人編集ムック誌などの作品数は、現在
までに 16 点に上り、中国国内では村上春樹と比肩するほどの読者数を有
した人気作家に成長している。28そのうち特に人気のある作品は海外でも
翻訳され、日本、韓国、アメリカなどで広く読まれている。	
慶山の作品は、大都市在住の若い男女の恋愛や精神的葛藤、虚無感な
                                                                  
2 6	尾崎文昭「「改革と開放」政策のもたらしもの―一九九〇年代の文化とメ
ディアの状況」、尾崎文昭編『「規範」からの離脱―中国同時代作家たちの探
求』山川出版社、 2006 年 2 月、 17― 18 頁。 	 	
27	安妮宝貝『告別薇安』中国社会科学出版社、 2000 年。日本語訳『さよな
ら、ビビアン』泉京鹿訳、小学館、 2007 年。 	
28	中国における慶山（旧名：安妮宝貝）と村上春樹の読書状況の比較につ
いて、拙稿「中国の村上春樹読者は如何に「村上チルドレン」を読むのか―
「豆瓣網」における中国の村上読者に対する安妮宝貝の読書調査」（『東京大
学中国語中国文学研究室紀要』第 16 号、 2013 年）で詳しく分析している。	 	
47 
 
どを主題としており、同じく現代中国の大都市に住む若者たちに強く支
持されている。彼女の作品にみられる代名詞や句読点の多用、また甘美
で退廃的な文体に関しては、よくフランスの女性作家マルグリット・デ
ュラス（ 1914～ 1996）の影響が指摘されている。いっぽう、前掲慶山の
短編集『ビビアン』に収録された短編群には、衛慧の初期短編群にも見
られるようなローマ字表記による登場人物名や商品名の多用 29、また大都
市にあって孤独で空虚な人生を送る登場人物の設定が見られるが、これ
に対して藤井省三は「たとえば『さよならビビアン（告別薇安）』に収め
られた短編群は、その文体といい、上海の「小資」として豊かだが孤独
で物憂い暮らしを送る登場人物たちといい、登場人物名を漢字ではなく
ローマ字で表記するなど、村上春樹の影響が色濃い」と指摘している。30	
ほかにも、たとえば安妮宝貝の 2004 年刊行のエッセー集『清醒紀』と
村上春樹の長編『森』および『国境の南、太陽の西』とを比較してみる
と、その影響関係は更に明確になる。たとえば以下のＡ、Ｂ二例の如き
には、その相似性が表れている。	
	
Ａ「死は、生の一つの対立面ではない。生との間の関係は、まるで互い
に一枚の鏡に映っている影のようだ。差異がない。互いに包み合う。
しかも常に互いを眺め対峙する。」 31（慶山『清醒紀』）	
Ａ
、
「死は生の対極としてではなく、その一部として存在している。」32（村
上春樹『ノルウェイの森』）	
	
                                                                  
2 9	例えば「 Dew」「 John」「 Vivian」や、「 Kavin	Kern 的鋼琴」（ Kavin	Kern
のピアノ） 107 頁、「加 Soda	的 Chivas	regal	Scotch」（ Soda 入りの Chivas	
regal	Scotch） 137 頁といった曲名や輸入酒名が挙げられる。 	
30	藤井省三『村上…中国』 182 頁。 	
31  原文「死，不会是生的一个对立面。它与生之间的关系，仿佛是彼此映照
在一面镜子中的影像。没有差异。彼此包括。并且时时刻刻在互相观望和对峙。」
安妮宝貝『清醒紀』北京十月文芸出版社、 2008 年 5 月、 34 頁。  
32  『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 40 頁。  
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Ｂ「女の一人の男に対する態度は、川を隔てて花火を観るかのように、
心は鼓動しても、痛くも痒くもなく、ただ目が眩むばかり。そうでな
ければ自らの感覚でようやくそれと分かり、血肉が絡み合い、切って
も切れずどうしようもない。彼女には最初からその中間の状態という
ものがない。」 33（慶山『清醒紀』）	
Ｂ
、
「私には中間というものが存在しないのよ。私の中には中間的なもの
は存在しないし、中間的なものが存在しないところには、中間もまた
存在しないの。だからあなたには私を全部取るか、それとも私を取ら
ないか、そのどちらかしかないの」34（村上春樹『国境の南、太陽の西』）	
	
このような慶山作品の村上作品との相似性は、前掲『ビビアン』にお
ける単語の一致などといった初歩的、技巧的なレベルから、『清醒紀』の
フレーズ単位の人生観的レベルへと進展していた。とはいえ、この時点
ではまだ村上文学に対する模倣の段階に留まっていたと言えよう。とこ
ろが、2006 年刊行の長編作品『蓮花』には、登場人物の設定から物語の
構造、テーマ、更には装丁のイメージに至るまで、村上の『森』に対す
る全面的受容とも言うべき様相が現われている。しかも『蓮花』はそれ
に留まらず、更に変容の度合いを強めて独自の創造に至っており、まさ
に『森』に対する模倣的創造の手法の集大成であると言えよう。なお、
慶山の『蓮花』は最も成熟した「村上チルドレン」文学であると考えら
れるため、以下では『蓮花』と『森』との類似点および相違点の比較を
通して、『蓮花』の『森』に対する模倣的創造について詳細な分析を行い
たい。	
『蓮花』の物語は、ビジネスでは成功したものの、精神的には非常に空
                                                                  
33  原文「女人对一个男人的态度，要么如同隔岸观烟花，心里惊动，无关痛
痒，满目照耀。要么就是冷暖自知，血肉纠缠，不依不饶。她从来都没有中间
状态。」慶山『清醒紀』 87 頁。  
34  『村上春樹全作品 1990  2000②国境の南  太陽の西』講談社、 2003 年 1
月、 195 頁 	
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虚かつ孤独である中産階級の男性主人公紀善生（以下「善生」と略記す
る）が、自分の大切な旧友であり、チベットの奥地にある墨
メ
脱
ド
の小学校
で教員をしている女性の蘇内河（以下「内河」と略記する）を訪ねてい
くところから始まる。彼はラサで、重い病にかかりチベットで余命を過
ごそうと決心した女性、慶昭と出会う。人生に虚しさを感じながら生き
ている二人は共に墨脱へ行くことになり、慶昭は墨脱への険しい山道を
登りながら善生が語る内河の話を聞くうちに、次第に内河に会いたいと
いう思いが募っていく。しかし苦しい旅を経て、ようやく墨脱に着いて
みると内河はいなかった。実は彼女は二年前、帰宅する生徒を送った帰
り道で土石流に遭遇して殉職していたのである。善生の本当の目的は内
河に会うことではなく、内河の遺品を引き取りに行くことだった。二人
がラサに戻り別れた後、慶昭は自分の病気が奇跡的に治っていることを
知り、新しい人生へと踏み出すことを決意する。そのいっぽうで、現世
への未練がなくなった善生は自殺することが暗示されて、物語は終わる。	
『中国民族経済村庄調査叢書―墨脱村調査』（2012）によると、物語の
舞台である墨脱はチベットの山奥に実在し、平均海抜は約 1200 メートル、
チベット仏教では蓮花が隠れている聖地とされているという。土地面積
約 3.4 万 km2 のうち、南部の約 2.4 万 km2 は現在インドの実効支配区域で
あり、2003 年の人口統計調査によると中国側には約一万人の居住者がい
る。独特な地理状況および複雑な天候のため、2010 年 12 月に竣工した
隣接の波
ボ
密
ウォ
35県とつながる、総額約 9.5 億人民元（約 15 兆円）を費した
全長 117.278	km の墨脱公路は、中国全国でも最後に開通した「通県公路」、
すなわち県と県とをつなぐ国道になったという。 36	
慶山が 2006 年 3 月 16 日に自分の公式ブログで発表したブログ文「『蓮
花』と墨脱」には、「4 年前に墨脱の写真を見たのはどの地理雑誌だった
                                                                  
3 5「墨脱」（メド）を含むチベット地名の日本語表記は『世界地図帳』（昭文
社、 2013 年 2 版）を参照にした。 	
36王麗平編『中国民族経済村庄調査叢書―墨脱村調査』中国経済出版社、2012
年 3 月、 6 頁。  
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のか、ずっと思い出そうとしている（中略） 2 年待った後、旅立つこと
に決心した」37と記されている。更に、『蓮花』の序にある言葉「2004	年
と 2005 年の 10 月に贈る」38を見ると、作者本人は 2004 年に墨脱へ行き、
現地から戻った後、そこで受けた感動と震撼を胸に『蓮花』を創作した
ようである。	
	
2 - 2 - 1 	 『 蓮 花 』 と 『 ノ ル ウ ェ イ の 森 』 に お け る 登 場 人 物 の
構図 	
	
●  登場人物の位置 	
『森』には主人公としてワタナベトオル、直子、緑の三人が登場する
が、これと同じく『蓮花』には主人公として善生、内河、慶昭の三人が
登場する。また、両作品では共に男性主人公一人に対して女性主人公二
人が配置されて物語が展開する。	
	 『森』の男性主人公ワタナベは故郷を出て東京の大学に入り、卒業後、
外国出張の多いエリートサラリーマンになったと思われる。39それに対し
て、『蓮花』の善生も故郷を出て北京の大学に入り、卒業後は大企業に勤
めるなどビジネスで成功した中産階級エリートに設定されている。	
直子はワタナベの親友キズキの恋人であるが、キズキとの関係は精神
的なもので、二人は肉体関係を一度も持ったことがなかった。直子はキ
ズキが理由不明の自殺をした後、東京の大学に入学したワタナベと交際
                                                                  
3 7原文「一直在想四年之前，看到墨脱照片的地理杂志是哪一本（中略）等待
了两年的时间，然后决定出发。」「《蓮花》和墨脱」2006 年 3 月 4 日、安妮宝
貝公式ブログ http://blog.sina.com.cn/s/blog_45456f8001000332.html
（ 2016 年 6 月 17 日に最終閲覧） 	
38	原文「给二〇〇四年和二〇〇五年的十月」安妮宝貝『蓮花』作家出版社、
2006 年 3 月、 7 頁。 	
39小説ではワタナベが何の職業に就いたのか、明らかにされていないが、同
作冒頭部に、ワタナベがボーイング 747 に乗ってハンブルク空港に到着した
後、「やれやれ、またドイツか…」と呟く場面がある。この場面は、彼が仕
事などの理由でドイツなど外国によく行くような、経済的に裕福なエリート
サラリーマン等であるという印象を与えている。 	
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し始め、やがてセックスするに至り、それ以来ワタナベと親友以上恋人
未満の関係になる。それに対して『蓮花』では、中学・高校時代の内河
は奔放な性格や気まぐれな行動により不良少女と思われて誰にも相手に
されず、善生だけが彼女の良き理解者であり友人であった。二人は互い
の独特な雰囲気に引かれ、唯一心を開き合う関係になる。直子と内河と
いう〈女性主人公Ａ〉が男性主人公にとって特別な存在になった契機は
両作品でそれぞれ異なるが、直子も内河も周囲から孤立している人間で、
彼女たちを救うことができるのは両作品中の男性主人公だけであったと
いう点は共通する。	
	 『蓮花』において〈女性主人公Ｂ〉にあたる慶昭は、善生に好感を抱
くが、善生にとって彼女は内河の代理たりえない存在である。この関係
は『森』の緑がワタナベのガールフレンドとなるものの、ワタナベの心
の中では直子が忘れられない存在であるのと同様である。両作品の主人
公たちの位置関係を図解するなら、以下のように示すことができるだろ
う。	
	
『森』：ワタナベ←直子▕←緑 	
『蓮花』：	 善生←内河▕←慶昭 	 	 	 	 	 	 	
	
つまり、両作品中の〈女性主人公Ｂ〉である緑と慶昭は常に〈女性主
人公Ａ〉の直子と内河を隔てて男性主人公を思慕するという立場にいる。
しかも、一対の男女の中間に位置する直子と内河は、〈女性主人公Ｂ〉た
ちとは無形の壁で隔てられており、両作品中の二人の女性主人公同士は
終始会うことがない。	
登場人物の性格のみに注目すれば、内河は善生に対する積極的な態度
や、自立した生活などの面においては、率直で個性的な緑と共通する点
が多いのに対して、ラサの粗末な小旅館で周りの人とほとんどコミュニ
ケーションを取らない日々を送っていた慶昭にこそ、直子の影が色濃く
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差している。これは慶山が交差的に人格を設定したためであろうが、全
体から見れば、内河＝直子＝【死】／慶昭＝緑＝【生】というプロット
上の人物設定は、『森』中の「直子は死に、緑は残っているのだ。直子は
白い灰になり、緑は生身の人間として残っているのだ」40という言葉とも
呼応するところがある。	
	
● 	 不安と他界 	
『森』では、キズキが理由も明かさずに突然自殺することによって、
彼の親友であるワタナベと恋人である直子の心を乱している。高校時代
にキズキが自殺した後、ワタナベと直子はそれぞれ別の大学に入学し、
毎週デートをするようになる。デートというより、ただ「彼女が先に立
ち、僕がその少しうしろを歩いた」41だけであったが、これをワタナベは
「まるで魂を癒すための宗教儀式みたいに」42と語っている。二人は直子
の誕生日に、不安定な存在を確認しあうためにセックスをするが、その
後直子はワタナベの前から姿を消して精神療養所の阿美寮に入り、ワタ
ナベと手紙のやりとりを始める。ワタナベは二度阿美寮に赴いて直子に
会うが、結局直子は自殺してしまい、ワタナベに大きな精神的打撃を与
える。	
このような『森』の物語展開と類似する設定は『蓮花』にも見られる。
善生と内河の心を乱す引き金となったのは、内河と美術教師との駆け落
ち事件である。父親は不明、母親も不在のまま育った内河にはファーザ
ー・コンプレックスの傾向があり、彼女は高校時代に既婚の美術教師と
不倫をはじめ、ついには駆け落ちしてしまう。結局、三ヶ月後に二人の
関係は破綻し、美術教師は自分の家庭に戻っていったが、内河はこの美
術教師に執着して彼にまとわりつくようになる。すると美術教師は精神
的に失調して内河に暴力を振るうようになった。その後、内河は直子と
                                                                  
4 0『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 394 頁。 	
41『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 41 頁。 	
42『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 42 頁。  
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同様に精神的にダメージを受け、地元にある精神療養所の青岡病院に入
院する。退院後の内河は各地をさまよい、最後には墨脱で小学校の先生
となり、土石流に遭遇して殉職する。	
このように直子と内河が迎える死には、直子は自殺、内河は事故死と
いう違いはあるものの、辺鄙で危険な墨脱行きは内河にとって自殺の代
理行為であったとみなすことができるだろう。内河は自ら現世を捨て、
当時は徒歩でしか入れなかった山奥にある神秘の地である墨脱へ行き、
そこで余命を送ろうとしたと考えられる。	
いっぽう、善生も内河と美術教師の駆け落ち事件に大きなショックを
受ける。そればかりか彼は、内河にとって唯一の信頼できる人間として、
妊娠してしまった彼女の中絶手術に立ち会うことになる。そのため、童
貞の彼は「恋の相手の女の子の柔らかな両手にまだ触れようとさえした
こともないのに、情欲の真相と対面せざるを得なくなり」43「いきなり成
熟した男性となることを強いられた」44。この事件は、善生がそれ以降精
神的にも肉体的にも女性に対する関心を失ってしまうほどに、彼の心に
強い衝撃を与えたのである。	 	
	 『森』ではキズキを失ったことにより、ワタナベと直子の間の従来の
バランスが崩れてしまう。これに対して、『蓮花』で善生と内河の「エデ
ンの園」が崩壊するきっかけとなったのは、美術教師の出現である。こ
のキズキとは真逆に設定された人物は、ファーザー・コンプレックスを
抱える内河にとっての父親の代理的存在であると同時に、2001 年頃父の
死によって精神的に大きく動揺したという慶山自身の父親に対する複雑
な心境の反映とも考えられるだろう。 45	
	
                                                                  
4 3	原文「还没有试图握过一个与之恋爱的女孩子柔软双手，就被迫面对情欲
的真相。」安妮宝貝『蓮花』 80 頁。 	
44	原文「被迫在瞬间被提拔成一个成熟男子。」安妮宝貝『蓮花』 81 頁。 	
45	私生活における慶山と父親の関係が 2002 年刊行のエッセー集『薔薇島屿』
から伺える。慶山の亡き父親に対する長年の反抗が二人にもたらした苦痛、
及び最後の和解が内河と美術教師の葛藤を連想させる。 	
54 
 
● 	 ワタナベと善生の脱出論 	
『森』では、ワタナベが直子とセックスした日以降、直子の姿が彼の
視界から消えてしまう。ワタナベは直子に何度も手紙を出すが、返事は
貰えず、「僕の心の中の空洞はまた少し大きくなったように感じられた」
46。ワタナベはこの抑えられない喪失感がもたらした不安により、「体は
ひどく飢えて乾いていて、女と寝ることを求めていた」47。しかし彼はほ
かの女性と「寝ながらずっと直子のことを考えていた」 48というように、
自分の不安を解消したくてもできない状態が続く。直子が自殺した後も、
ワタナベは緑からの告白に心が揺れるものの、直子の死という闇の中か
ら抜け出せない。だが、阿美寮で直子と同室で親友だったレイコさんが
ワタナベを励まし、また緑からの影響もあって、ワタナベは次第に闇か
ら抜け出し回復してゆく。つまりワタナベは、闇の内部から彼を押し出
すレイコさんの力と外部から彼を引き寄せる緑の力とによって闇の中か
ら救われたと言えよう。こうして、過去の闇からの脱出に成功したワタ
ナベは、18 年後の飛行機の中で聞いたビートルズの名曲「ノルウェイの
森」を契機に、18 年前のことを思い出し、自ら失われた自分の青春時代
の証人として、過去の歳月を弔うことになる。これに対して、善生の場
合はどうだったのだろうか。	
前述のように、善生は母子家庭で育ち、あまりにも若いうちに内河の
早熟で衝撃的な行動を目にしたために、ワタナベのように心が深く傷つ
けられた。善生は女性嫌悪の状態から脱出するために、勤務先の社長の
娘である荷年と結婚する。しかし善生は「一途に早く結婚したいと考え
ていた。そうしたら、感情的には何も気にかけることもなく、仕事に専
念できるからだ。彼は愛情を信じていなかった」49。つまり、善生にとっ
                                                                  
4 6『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 64 頁。 	
47	『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 65 頁。 	
48『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 65 頁。 	
49	原文「一直希望自己早婚。这样就不会有感情的负累牵挂，可一心一意去
做事业。他不相信爱情。」安妮宝貝『蓮花』 114 頁。  
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て荷年は不安から抜け出すための存在にすぎない。結婚後の善生は自分
の思惑通り仕事に専念し、休暇さえ取らなかった。しかし、不安から脱
出しようとすればするほど虚しさがつのるようになり、ついには自分も
荷年も騙せなくなり、荷年と離婚するに至る。	
その後善生は仕事を辞め、故郷に戻って内河と再会し、自分の彼女に
対する愛を告白するがそれを断られたことで更に深い挫折感を味わうこ
とになる。内河が墨脱に行った後、善生は再び結婚生活を送ろうと試み
るが、やはり相手を愛することができず結婚生活は破綻する。こうした
生活を経て、どんなに努力しても不安から抜け出せないと悟った善生は、
墨脱まで内河に会いに行くことを決心する。しかし、墨脱への旅を終え
た後も、善生は闇から脱出できないまま、かえって無限の喪失感に閉じ
込められ、別れの言葉さえ残さずに慶昭の前から姿を消す。	
それに対して、慶昭はワタナベに力を与える緑と同様の立場に置かれ
ながら、ワタナベの役割をも担っている。慶昭は墨脱への旅で経験した
肉体的な試練を外部の力とし、これに善生と共に内河について考えるこ
とによってもたらされた内部の力を合わせて、病に対する不安を克服し、
新たな人生を獲得するのである。墨脱から戻った後、慶昭は聞き手から
語り手に変わり、善生と共に経験したことを回想として語り始める。こ
うして彼女は善生や内河、および自分の青春を弔う役目を果たすのであ
り、緑とワタナベの二人の要素を合わせ持つのである。	
以上の物語の構造は、主人公たちの死と生とを境界線にして、さらに
以下のように図解できるだろう。	
	
『森』： 死 直子－ 生 ワタナベ→
引力
緑 	
『蓮花』： 死 内河←
引力
（善生）－ 生 慶昭 50	
	
                                                                  
5 0本図に関しては、『東方学』百二十七輯に投稿した際に、論文査読委員よ
り貴重なご教示を頂いた。感謝を申し上げたい。 	
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前掲の慶山による「交差的な人格設定」と合わせて考えると、『蓮花』
の二人の女性主人公には、それぞれ『森』の二人の人物像が投影されて
おり、これは『蓮花』が『森』を変容させて独自に展開していった結果
と言えよう。	
	
● 	 直子と内河の非在論 	
『蓮花』は『森』と同様、男性主人公の回想を物語の軸としているが、
それについては次節で述べることとし、ここでは回想の中に現れる〈女
性主人公Ａ〉たちの居場所に注目したい。	
	 『森』の中で、ワタナベと直子に関係する重要な場所は阿美寮である。
小説によると、阿美寮は京都の山奥にある、「ずっと自由な療養のための
施設」51である。日本の批評家佐藤幹夫の分析によると、阿美寮は現実社
会とは別の時間が流れている不思議な異空間であり、直子はこの異界と
も言える場所で外界と遮断された生活を送っている。52これに対して、『蓮
花』の内河が滞在するヤルツァンポ大峡谷の山間の窪地にある墨脱も、
同作の舞台となった時点では前述の通り、まだ電気も通っておらず通信
がきわめて不自由な上、自動車も通ることができず、徒歩でしか到達で
きない辺鄙な場所であった。しかも両作の〈女性主人公Ａ〉とも、この
ような外界から切断されている神秘的な場所で最後の時を過ごすのであ
る。	
	 また、佐藤幹夫は直子の非在説を提示しているが、内河も実は既に死
亡した非在者であり、両作品が共に現実には存在していない女性主人公
を描いている可能性がある点は興味深い。たとえば『森』においては、
阿美寮での夜、直子がワタナベの前で自分の裸体を見せた時に、ワタナ
ベには現実と非現実の区別がつかなくなっていた。ワタナベは阿美寮か
                                                                  
5 1『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 66 頁。 	
52	佐藤幹夫『村上春樹の隣には三島由紀夫がいつもいる』ＰＨＰ新書、2006
年 3 月、 213 頁。 	
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ら帰った時、緑に「幽霊でも見てきたような顔をしているわよ」53といわ
れるが、この台詞は、彼女の目には彼が冥界から戻ってきたかのように
見えたとも解釈できよう。その後、緑の父の病院を訪ねたときも、阿美
寮でのことを思い起こすと、現実の出来事だったのかどうか、ワタナベ
自身にも分からなくなってしまう。つまり、ワタナベにはその日の直子
が生身の人間であるのか幽霊であるのかが判断できなかったのである。
阿美寮のような不思議な場所にいる直子を、佐藤幹夫は「既に死者であ
る、非在としての直子」であると指摘している。	
直子が本当に「非在」なのかどうか、作者である村上春樹は小説中で
明確に述べてはいない。非現実的な直子はワタナベの「夢」であるとも
考えることができよう。これについても『蓮花』の中にも類似する設定
が見られる。	
『蓮花』は「序」から「終」まで全 8 章に分けられており、内河に対
する善生の回想と、善生と慶昭の墨脱への旅とが交互に展開する。善生
の内河に対する回想が最初に現れるのは第一章の終わりであるが、そこ
では現実と非現実とが融合した夢のような場面が出現する。回想の内容
は、中学の林間学校の深夜、内河が善生を外に呼び出し、一緒に海や森
を彷徨するというものである。それは次のように始まる。	
	
「おいで。おいで。善生。私と一緒においで。彼は暗闇の中で目を覚
まし、彼女が木戸の外に立って、懐中電灯で彼のベッドのくっついてい
る壁をそっと叩く音を聞いた。」 54	
	
内河が善生を呼び出すこの場面は、善生の夢であるかのように描かれ
ている。そして、内河の声に誘われて外に出た善生が見た内河の様子は
次のように描写されている。	
                                                                  
5 3『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 244 頁。  
5 4	原文「来。来。善生。跟我来。他在黑暗中睁开眼睛，听到她站在木门之
外，用手电筒轻轻拍打他的床所紧贴的墙壁。」安妮宝貝『蓮花』 35 頁。 	
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「白いワンピースを着て、裸足だった。黒いおさげとあらわなすねが仄
かな光の下で微かに青く光っていた。」 55	
	
このような内河の様子は「幽霊」を彷彿させる。その後、善生は内河
の後について海に行き、森に入り、最後に密林を通って川沿いに歩いて
行く。そこで、「数え切れない蛍が光を帯びながら空中を飛び、樹木や草
むらの中に生息していた。彼女の髪とスカートに、光る蛍がとまってい
た。稲妻がいっそう激しく空をかすめていった。冷たく強い雨の雫が彼
の唇に降り始めた。彼はこの暗黒で神秘的な全くの新世界を見ていると、
心臓が胸から飛び出すほど激しく鼓動した。こんな痛みは我慢できない。
彼はあたふたと川の流れの中に入った。水面に映る月光が揺らいでいる。
まるでつき砕かれた水銀のようだ。周囲の寂然とした連山の黒い影は、
はいつくばって熟睡している野獣のようだ。この時、彼は、彼女が黙っ
て白いワンピースを脱ぎ、まるで魚のように、パシャンと水の中に飛び
込むのを見た。」 56	
ここに至っては、現実と非現実が融合し、善生は自分の居場所が把握で
きない状態に陥っていると言えよう。蛍、稲妻、雨、月光、山影など、
さまざまな自然現象が一度に同じ空間に現れ、善生にとって「暗黒で神
秘的な全くの新世界」となったのである。更に、内河が善生の前でワン
ピースを脱ぎ、魚のように川に飛び込む場面も、直子がワタナベの前で
全裸の体を見せる場面を連想させる。	
                                                                  
5 5	原文「穿白色裙子，光脚。黑色发辫和赤裸着的小腿在昏暝微光中隐隐发
蓝。」安妮宝貝『蓮花』 36 頁。 	
56	原文「无数的萤火虫在半空中带着光亮飞行，栖息在树枝和草丛之中。她
的头发和裙子上有发亮的萤火虫停在上面。闪电更加频繁地掠过天空。清凉有
力的雨点开始落在他的嘴唇上。他看着这个黑暗神秘的全新世界，心剧烈跳动，
几近从胸腔跃出。这样疼痛难忍。他跌跌撞撞地走入河流之中。水面上的月光
抖动着。被捣碎的水银。周围寂然的山峦黑影，是匍匐而沉睡的野兽。就在此
刻，他看到她沉默地脱下身上的白色裙子，像一条鱼，扑通一声，俯身跃入水
里。」安妮宝貝『蓮花』 38 頁。  
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このように、善生は内河を回想する時にワタナベと同様に〈女性主人公
Ａ〉が現実の存在であるかどうかをほとんど識別できなくなっている。
つまり、『蓮花』の内河は直子と同じように「非在」であるとも考えられ
よう。	
	
2 - 2 - 2 	 『蓮花』と『ノルウェイの森』の主題と物語
構造 	
 
● 	 「回想」の形式 	
前節の冒頭で述べたように、『蓮花』と『森』では、男性主人公の回想
が物語の主軸として重要な役割を果たしている。回想という形式によっ
て時空は過去に遡り、既に存在しない人物の性格や心の動きを読者の前
に生き生きと再現させるのである。	 	
『森』は、ワタナベがドイツ到着の飛行機の中でビートルズの名曲「ノ
ルウェイの森」を耳にして突然激しい混乱に襲われ、一八年前のことを
思い出すところから、物語が始まる。この時点で直子は既にこの世に存
在しない人間である。語り手のワタナベはそれを最初から知っているが、
読者には直子の死を知らせぬまま物語を語っていく。ここには二重の「目」
が存在していることを佐藤幹夫は指摘している。 57つまり、「過去をふり
かえるワタナベ」と「現在をいきるワタナベ」によって、死者への回想
が現在のこととして語られていくという構造である。 58こうして、『森』
の唯一の語り手であるワタナベはこの二重の「目」をもちながら、失っ
た人々と過去の青春とを弔っている。	
『森』と同様に『蓮花』における善生の回想も、物語の主軸であると
同時に二重の「目」の働きをしている。善生は記憶の中にいる内河を訪
ねて行くため、墨脱への旅に出る。そこで慶昭に出会い、彼女は彼の旅
                                                                  
5 7	前掲阿美寮の異世界性及び直子の不在性に関しては多くの評者が指摘し
ているが、管見の限り、佐藤氏の分析が最も明瞭と思われる。 	
58	佐藤幹夫『村上春樹の隣には三島由紀夫がいつもいる』 207 頁。 	
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の道連れになる。この時点で、慶昭の生きている現実には内河は既に存
在していない。しかし、善生は最初のうちは、内河が既に死者であるこ
とを慶昭に伝えず、読者にも知らせない。真相は墨脱に到着した時に明
らかになり、慶昭と読者は初めて内河が善生の回想の中でのみ生きてい
る人物で、既に死者となっていたことを知るのである。善生は内河の死
を慶昭に知らせぬまま、危険な墨脱まで彼女に会いに行くと語る。この
善生もワタナベと同じく、「過去をふりかえる自分」と「現在をいきる自
分」の間を徘徊しながら、既に死者になっている人間を生者であるかの
ように語るのである。	
ただし『蓮花』の語り手は善生一人ではない。墨脱の旅が終わって、
新しい人生を得た慶昭は、もう一人の語り手となり、善生の回想を回想
する。つまり慶昭は二重の回想を読者に対して展開する第二の語り手に
なるのである。語りの構造上、これは『森』のワタナベが一貫して回想
の主体であり、唯一の語り手であるのとは大きく異なる点である。『蓮花』
では冒頭から、内河に対する善生の回想で物語が始まる。善生は回想の
主体であり、語り手でもあった。しかし、物語のエピローグで、善生と
慶昭が墨脱から戻った後、善生は物語の舞台から消え、スポットライト
は慶昭に移る。物語の時間は更に数年後に移り、安定した生活を送る慶
昭は自宅を訪れた「私」に、自分の手帳および内河との往復書簡を挟ん
だ善生の本を渡す。「私」が手帳を開いて読んでみると、その文章は『蓮
花』の冒頭部のラサでの出会いの場面と呼応する慶昭と善生の別れの場
面である。つまり、『蓮花』は実は慶昭の回想だったのである。ここにお
いて、この物語は実は「私」が読む慶昭の回想の中で善生の回想が展開
されるという三重の入れ子構造になっていたことが明らかになる。した
がって、『蓮花』も『森』と同様に回想により展開される物語であるが、
ただ『森』と異なるのは、『蓮花』は二重の回想者および三重の語り手に
よる回想の物語であり、作品中の死者と生者との対照において、『森』よ
りも更に深い奥行を具えている点である。これは『蓮花』独自の構造で
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あり、慶山が単に村上春樹を模倣していたのではなく、模倣を通じて創
造を行っていたことを有力に物語るものである。	
	
● 	 「探求」のテーマ 	
物語のテーマについて言えば、「探求」は両小説にとって不可欠のキー
ワードである。	
	 『森』の中で、直子はワタナベにとって恋人でもあり親友でもある身
近な存在である。ワタナベと彼女はデートをし、歓談し、更にセックス
するような深い関係にある。そのいっぽう、ワタナベにとって直子の心
理状態は常に謎に包まれており、根本的には理解不可能な、掴みどころ
がない遥か遠い存在でもあった。たとえば、直子が突然姿を消した理由、
阿美寮に入院した理由、阿美寮の夜ワタナベに自分の裸体を見せた理由、
更には自殺した理由などは全てワタナベにとって謎に包まれていた。キ
ズキの死が彼女にダメージを与えたことは理解できても、彼女を自殺に
追い込んだ真の理由はワタナベには理解できなかった。彼は直子の心を
理解するより推測することのほうが多かったように思われる。物語第一
章の章末には、「そう考えると僕はたまらなく哀しい。何故なら直子は僕
のことを愛してさえいなかったからだ」 59というワタナベの言葉があり、
この一句からも、直子が自分のことを愛したかどうかさえ分からないほ
ど、18 年後になっても彼はいまだに直子の心を理解していないと言えよ
う。	
	 直子と一緒にいればいるほど、神秘性に包まれた彼女の真実を知りた
いという気持ちがワタナベの心をきつく縛る。そのため、彼は一途に直
子の内面世界を探求し続けるのであった。直子との手紙のやりとり、レ
イコさんとの相談、そして、阿美寮での直子との面会などは、ワタナベ
が直子のことを愛しているからというより、直子という謎を解き明かす
ための探求とも言えるだろう。つまり『森』の隠れたテーマである「謎
                                                                  
5 9『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェイの森』 18 頁。 	
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解き」こそが、ワタナベと直子の絆であるともいえるのではないだろう
か。	
	 同様に、『蓮花』の中にも「探求」のテーマを見出すことができる。内
河と善生は周囲から浮いた人間であり、同じ雰囲気をもつ二人は良きパ
ートナーとなった。しかし、ワタナベにおける直子と同様、内河は善生
にとって親友でありながら、神秘的な存在でもあった。美術教師と駆け
落ちをし、精神病院に入院、フランスのパリで電撃的に結婚し、そして
離婚し、墨脱に入って教師になった内河は、善生にとって理解しがたい
行動を次々と起こす女性だった。彼は内河の奔放さを羨むいっぽうで、
彼女を理解したい気持ちが強まっていく。ワタナベと同様、〈女性主人公
Ａ〉に対する善生の探求心は、母の反対を押し切って内河を追う原動力
となった。彼はついには、内河がもはやこの世にいないと分かっていな
がら彼女の終焉の地の墨脱を目指す。これは内河が曾て生きそして死ん
だ場所に行くことで、未知なる彼女の精神を探求するためだったのでは
ないだろうか。	 	
	 つまり、 <女性主人公Ａ >に対する愛情というより、謎に包まれた彼女
の精神を探求するためにこそ、善生もワタナベと同様に内河の生と死を
追求していくのである。このように、物語の隠れたテーマにおいても、
『蓮花』は『森』に類似していると言えよう。	
	
2 - 2 - 3 	 表紙の表象―色彩のレクイエム 	
 
日本の文藝批評家の加藤典洋は次のような指摘をしている。村上は最
初から、『森』を二巻本として構想していた。装丁は著者自身によるもの
であり、赤と緑のクリスマス・カラーで大いにそのベストセラー化に寄
与したといわれたが、その意味はおそらく違うところにある。赤と緑は
同書の内部をなしている白とともに、この小説の三原色である。このう
ち、赤と緑は補色であり、この二色をあわせると黒になる。つまり、こ
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の本は一冊に合わせると黒い本、鎮魂の書になり、それを二つに分光す
ると、色鮮やかな赤と緑になる。 60	 	
この大胆な仮説が成立するのであれば、『森』の扉に書いてある「多く
の祭り
フ エ ト
のために」という言葉の意味もより明確になるだろう。著者は小
説のカバーに赤と緑の色を使い、またこの色と同様にごくありふれて見
える男女の恋愛の物語をわれわれに示した。しかし、恋愛物語の背後に
は、小説の真の意味、すなわち鎮魂の物語が隠れているのではないか。	
このような装丁を通してのメッセージは、『蓮花』のカバーからも読み
取れる。『森』の上下二巻に対して、『蓮花』は一巻のみである。帯の部
分を除き、装丁は全体的に非常に簡潔なイメージを与えるものである。
白いカバーの真中のやや上に赤紫で「蓮花」と題名が印刷されており、
使用されている色は白と赤紫のみである。題名が「蓮花」であるにもか
かわらず、蓮花の写真や蓮花と関連するピンク系の色などの暖かみのあ
る要素は、この本のカバーに一切現われていない。このようなデザイン
から浮かび上がるのは、中国の墓石のイメージではあるまいか。そして、
小説のカバーにある赤い「蓮花」の二文字は、まさに墓の持ち主の名前
を連想させる。	
慶山は小説の序三で蓮花についてこう書いている。「蓮花はある誕生、
ケガレを払い、暗闇を走る一筋の光を代表する。幻像を超えた新しい世
界の誕生。」 61また墨脱のチベット語の意味「蓮が隠れている場所」を考
えれば、小説の題名「蓮花」は内河を指しているとも考えられる。すな
わち、内河は自分の永眠する場所である墨脱の蓮花に化身し、永生を得
たと解釈できよう。そして、善生と慶昭、また読者にとっては、『蓮花』
を読むことは内河に対するレクイエムを捧げることになるのである。	
興味深いことに、両作のこのような影響関係に気づいた批評家、また
は読者を筆者は寡聞にして知らない。その原因は、おそらく両作がそれ
                                                                  
6 0	加藤典洋『村上春樹 	 イエローページ 2』幻冬舎、2006	年 10 月、59 頁。 	
61	原文「莲花代表一种誕生，清除尘垢，在黑暗中趋向光。一个超脱幻象的
新世界的誕生。」安妮宝貝『蓮花』 3 頁。 	
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ぞれ強調している主旨の違いにあると思われる。村上春樹自身が小説の
帯で読者に直接語りかけているように、『森』は「100 パーセントの恋愛
小説」である。これに対して、『蓮花』の帯には「寓意に関わる。魂の歴
史に関わる。人が歩いた道に関わる。」62と記されている。つまり『蓮花』
のテーマは恋愛というより、魂の旅を通して得られた精神的な収穫であ
ると理解できよう。 	 この点について、前述の中国書き込みサイト「豆
瓣網」には『蓮花』に対して読者からの下記のようなコメントがある。
「物を以て喜ばず、己を以て悲しまず、けれども自分の思いを堅持し且
つ実現させるべく努力することは、『蓮花』を読んだ後の最大の収穫であ
る」 63。 	
『蓮花』は慶山の村上受容過程において「80 後」とは異なる、リアリ
ズム的に人間の精神的深層を探索する「70 後」作家の創作特徴を持ち合
わせながら創作された、改革開放以来急速に豊かになりつつある中国社
会を省察する物語である。これと同時に、現在中国の読書市場に現れて
いる様々な村上春樹と関わる作品の中で、最も成熟した一作であるとも
言えよう。	
『蓮花』刊行から 6 年後の 2011 年、慶山自身が編集長となって発行し
た話題の文藝誌『大方』創刊号では、日本の新潮社刊行の季刊誌『考え
る人』2010 年夏号と同じく、老舗ホテルの階段の下に立っている村上春
樹の写真が表紙に用いられている。しかも同誌は全誌面の半分近いスペ
ースを割いて、『考える人』掲載の「村上春樹ロングインタビュー」の中
国語訳を掲載したのである。64ここから慶山による新たな村上受容が展開
して行く。	
ちなみに、後述するように、中国には、村上文学と直接的な関係を持
                                                                  
6 2	原文「有关寓意。有关心灵的历史。有关人所走上的路途。」 	
63	原文「不以物喜，不以己悲，但坚持自己所想且努力实现则是读完《莲花》
之后最大的收获。」「豆瓣網」書評「蓮花……高中写的……」 2009 年 7 月 29
日 mar42。 http://book.douban.com/review/2176626/（ 2016 年 6 月 17 日に
最終閲覧） 	 	
64『大方』の表紙には新潮社から版権を取得済みであると明記されている。	
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たないが、ただ作品中に登場する特定のモチーフや周縁の事象を強調す
る社会現象が存在している。本論では、このような村上春樹本人、ある
いは村上文学に関連付けて、一種のファッションとして扱われている現
象を「村上ファッション」と呼びたい。管見の限り、「村上ファッション」
の表象は大きく三つに分けられるだろう。すなわち、第一に、特定の商
品のブランドイメージを高めるために村上作品のタイトルを借用すると
いう、曲名や店舗名、また不動産のネーミングなどに見られる表面的受
容がある。第二に、村上本人、あるいは村上作品に関連づけられた創作・
編集活動があり、たとえば村上作品によく登場する料理や音楽に焦点を
絞った『村上春樹美食厨房』（ 2004 年）やＣＤアルバムの『村上春樹的
巡礼之年』（2013 年）、また作家インタビューの掲載といった、文学・文
化的受容である。第三に、本章で言及したような、特定の村上作品に対
する模倣的創造の受容から、更に創造の度合いを深め、すでに村上文学
の世界の自己流アレンジと呼べるような文学創作活動、例えば後述する
郭敬明による村上文学の受容がある。従って、上述の慶山が自ら編集長
となって創刊した『大方』における村上インタビューの掲載および『考
える人』と同一の表紙写真の採用は、慶山が自作『蓮花』の模倣的創造
の完成によって脱村上チルドレンを果たし、より広義の文化発信をめざ
す村上ファッションの実践者へと展開したことの表れであると言えよう。	
そのいっぽうで、2011 年 3 月刊行の慶山最新の長篇作『春宴』におい
ては、再び村上作品に対する明らかな模倣的創造が見られる。	
『春宴』は二人の対照的な女性を主人公とし、それぞれの物語を通じ
て、人と現世との関係や、恋愛による葛藤や喪失感などを描いた作品で
ある。『春宴』の章題の付け方や作品の構成におけるパラレルワールドへ
の挑戦などからは、『１Ｑ８４』の影響が強く感じられる。周知のように、
『１Ｑ８４』では、村上作品で多用されるパラレルワールド式の物語構
造により、「青豆」の章と「天吾」の章が交互に登場する。これに対して、
『春宴』でも最初と最後の章を除く第二章から第一一章までは、それぞ
66 
 
れ主人公の名前である「慶長」と「信得」を章題に含む章が交互に配さ
れる。しかも、各章題の命名も『１Ｑ８４』の「登場人物名＋章題」（た
とえば、「天吾	 本物の血が流れる実物の革命」第一〇章）の形式を継承
したかのように、「信得	 見えない存在（信得	 看不見的存在）第一〇章」
というように記されている。更に、両作品とも扉に詩を掲げている。	
『春宴』の初期構想について、慶山は次のように述べていた。	
	
「最初、私の『春宴』の構成に対する構想は、おそらくより大がかり
なものでした。小説のアウトラインを三つに定め、そのほかにもう一つ
「私」の物語がありました。しかし後になってそれをカットし、「慶長」
と「信得」の二つだけを残したのは、二つだけでも内容が十分多く、文
字数も多いので、そのまま書き続けると小説があまりにも大部になって
しまうからです」。 65	
	
慶山自身の説明から判断して、『春宴』は構想時点から正に『１Ｑ８４』
の「青豆」「天吾」「牛河」という物語の構成を意識していた可能性が高
いと考えられる。 また、『春宴』を構想、あるいは執筆していた時期は、
ちょうど前述した雑誌『大方』創刊号の編集・刊行作業を行う時期とぶ
つかっている。編集長を務めた慶山は、おそらく「村上春樹ロングイン
タビュー」掲載の関係で、『1Q84』を熟読していたことだろう。したがっ
て慶山が『 1Q84』の影響を受け、膨大且つ複雑な総合小説を目指して新
作『春宴』を構想した可能性は十分に考えられる。ちなみに、『春宴』と
『1Ｑ 84』の構成上の類似について、ネット上では「春宴抄襲村上春樹的
『 1Q84』（『春宴』は村上春樹の『 1Ｑ 84』に対する盗作）」という衝撃的
な議題をめぐって、ネットユーザーたちによる議論が行われたこともあ
                                                                  
65	原文「起先，我对《春宴》的结构框定也许更为庞大。小说提纲定的是三
条线，还有一条“我”的故事。但后来砍掉它，只剩下庆长和信得两条线，因
为两条线本身的内容写得足够多，字数很多，再写下去这个小说就太厚。」「重
訪安妮宝貝」『城市画報』 2011 年 8 月第 15 期、 55 頁。 	
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る。	 	
慶山は 2014 年 6 月にペンネームの変更を正式に発表した。「慶」は「歓
喜」と「祝福」の意を含む文字で、「山」は作者自身が登山体験を通じて
「山」の意味を悟ったことに因んだ一字であるという。今回の改名につ
いて彼女は次のように語っている。「安妮は永遠に私の一部であり、私の
全ての創作は安妮宝貝という基礎の上に建てられている。（中略）一本の
木に新たな枝が伸び、一人の旅人が新しい辺境へ向かうのと同じである。
新しい発生の全てが、昔の基礎の上に確立されるのであり、自分の過去
から離れることではない」66。このような彼女自身の言葉からは、作家と
しての成長と共に、新たな自分を発見し構築していこうとする積極的な
姿勢が読み取れよう。慶山として再出発を果たした安妮宝貝が、今後如
何にして新たな村上受容を展開するのかは興味深い問題である。	
2 - 3 	 「子どもっぽい悲傷」から見る郭敬明の村上受容 	
村上チルドレン作家は「70 後」だけに限らず、「80 後」にも幅広く存
在している。この節ではかつて「中国の村上春樹」と称されることもあ
った 67郭敬明をその代表として、彼の村上受容の特徴について考察したい。	
郭敬明は四川省自貢市で生まれ、国有企業の職員の父と銀行員の母の
元で育てられ、幼少時から読書に興味を示すようになり、小説やエッセ
ー、雑誌、新聞など様々なジャンルの読み物を読み漁っていた。中学 2
年生時に共青団 68瀋陽市委員会主催・都市青年報刊社出版の中学生向けの
                                                                  
66	原文「安妮永远是我的一部分，我所有的写作都是建立在安妮宝贝这个基
础上的。(中略 )如同一棵树长出新的枝干，一个旅人走到新的边界。所有新的
发生，建立于原先的基础，而不是离开自己的过去。」「鳳凰読書―安妮宝贝永
远是我的一部分」 2014 年 6 月 23 日 	
http://book.ifeng.com/gundong/detail_2014_06/23/36958576_0.shtml
（ 2016 年 6 月 17 日に最終閲覧） 	
67	「上海富裕層の「快楽的生活」」『 COURRiER	 JAPAN』2011 年 9 月第 82 期、
121 頁。 	
68中国共産主義青年団の略称であり、中国共産党指導のもとで 14 歳から 28
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雑誌『青春十六七』（ 1992 年創刊）で処女詩作「孤独」を発表したのを
きっかけにして執筆活動を始め、高校に入ってから「第四維」というペ
ンネームでネット文学サイト「榕樹下」で小説を書き続けた。2001 年に
18 歳となった郭敬明は「假如明天没有太阳（もし明日に太陽がなければ）」
で第 3 回「新概念作文大賽」の一等賞を受賞した。その翌年の 2002 年に
「我们最后的校园民谣（われわれ最後のキャンパスの歌）」で連続して同
コンテストの一等賞を受賞した。同年、郭敬明は文芸誌『萌芽』に投稿
した中編ファンタジー小説『幻城』によって爆発的な人気を獲得し、翌
年の 2003 年 2 月には同作品は長編に書き直され、同名小説として春風文
芸出版社から刊行された。刊行後二か月のうちに売上はうなぎ上りに 20
万部に達し、最終的な正規版の売上累計部数は 150 万部に達したという。
そのおかげで当時倒産の危機に瀕していた春風文芸出版社は息を吹き返
し、まだ 19 歳の大学生だった郭敬明は一躍全国の注目を浴びて鮮烈なデ
ビューを遂げた。 69	 	
『幻城』の大成功に乗じ、郭は同年さらにもう一冊のリアリズム青春
小説『夢里花落知多少』（春風文芸出版社、 2003 年。以下『夢』と略記
する）を刊行した。この作品は初版 30 万部を発行し、『幻城』と並んで
大人気を博した。しかし『夢』の刊行後、女性作家庄羽の『圏里圏外』
に対する盗作疑惑が発生し、前作『幻城』出版の際に発生した日本の女
性漫画家団体 CLAMP の『聖伝』に対する剽窃疑惑と共に、大騒動となっ
た。だが郭敬明自身がこのスキャンダルにより打撃を受けた様子はほと
んどなく、むしろそれを逆手に取って知名度を上げながら、作品を刊行
し続けている。2014 年 5 月までに郭敬明個人による作品数は既に 17 点
に登り、そのなかのヒット作である『小時代』シリーズは郭敬明自ら監
督となり映画化されたことから大きな話題となった。現在郭敬明は上海
                                                                                                                                                                                                 
歳の若手エリート団員からなっている青年組織のことである。 	
69	諸子『穿越郭敬明独一代的想像的森林』上海人民出版社、 2004 年、 5～ 7
頁、または福嶋亮大「チャイニーズ・イノセンス―郭敬明現象が語るもの」
青土社『ユリイカ』 2008 年 3 月臨時増刊号、 218 頁を参考にした。 	
69 
 
最世文化発展株式会社の社長兼マネージャーとして、文学創作活動と並
行して、文芸誌・コミック誌の編集、書籍の出版、新人作家の発掘・育
成、更に映画監督まで、文化事業を幅広く精力的に展開しており、非常
に個性豊かな村上チルドレン作家である。	
郭敬明の作品群は、「ACG」70風ファンタジー小説のほかは、殆んどが学
生向けの学園青春物語である。一見したところ、郭には村上春樹からの
明確な影響は見出せないが、郭による最初のエッセー集『愛与痛的辺縁』
（以下『愛』と略記する）では村上春樹作品からの引用と思われる一節
がある。	
	
①「破裂したギターの音が私を森の中で道を見失ったような感覚を抱か
せる―村上春樹」 71	
	
②「忘却は我々の変えられない宿命である。最後に村上春樹の言葉を引
用する：それはまるでずれてしまったトレーシング・ペーパーのように、
何もかもが、とり返しのつかぬ過去と、少しずつ食い違っていた。」 72	
	
藤井省三『村上…中国』で言及される、現在確認可能な『森』と『風』
の中国語訳本（海賊版も含む）に照会してみると、この二つの文章は、
いずれの日本語の原作とも中国語の訳文とも食い違っていることが分か
る。 73つまり、『愛』における郭の村上からの「引用」は、原文そのまま
                                                                  
7 0	アニメ、コミック、ゲームの略称。 	
71	原文「破碎的吉他声让我感觉像是在森林里迷了路―村上春樹。」郭敬明『愛
与痛的辺縁』東方出版中心、2008 年 8 月第 4 版、2011 年 6 月第 8 刷、13 頁。 	
72	原文「遗忘是我们不可更改的宿命。最后引用一段村上春树的话：这些简
直就像没对准的绘图纸一样，一切的一切都跟回不去的过去，一点一点地错开
了。」郭敬明『愛与痛的辺縁』 216 頁。 	
73	（ここでは中国簡体字版の林少華訳を参考する）①「一听这曲子，我就
时常悲哀得不行。也不知道为什么，我总是觉得似乎自己在茂密的森林中迷了
路」（《挪威的森林（全訳版）》上海訳文出版社、 2001 年 2 月第 1 版、 2001
年 7 月第 6 刷、 131 頁）。②「这一切宛如挪动过的复写纸，无不同原有位置
有着少许然而却是无可挽回的差异。」（《且听风吟》上海譯文出版社、2009 年、
70 
 
の復唱ではなく、自らの想像および解釈を加えた再編集が施されたもの
と考えられる。その原因は後述するが、これは前二節で取り上げた衛慧
と慶山の初期作品における村上受容には見えなかった、郭敬明による独
特の受容スタイルであると言えよう。	
郭の初期作品には、上述のような村上文学からの「準引用」以外に、
物語の設定上での受容も見られる。前述した 2003 年刊行の郭敬明のヒッ
ト作『夢』は、大学を出たばかりの若者たちの交友、恋愛をめぐる陰謀
や復讐、そして喪失を描いた青春物語である。小説の最後で、語り手の
女性主人公林嵐は、波瀾万丈の体験を経てようやく人生が落ち着き、北
京から深圳へ旅立つために空港に向かう車内で、過ぎ去った恋人や友人
たちに思いを馳せるが、そこで無限の喪失感に襲われ、小説のタイトル
でもある『夢里花落知多少』という古い歌を思い出しながら物語が終わ
る。この結末は『森』の冒頭、ハンブルク空港に到着したワタナベが機
内でビートルズの名曲「ノルウェイの森」を耳にして過去を思い出す、
という設定を連想させる。しかし、両作の類似点はこれ以外には殆んど
見出だせない。郭敬明は「ACG ファンタジー」や、「学園物語」を中心と
する創作において、衛慧と慶山と比べれば、やはりそれほど積極的には
村上文学の受容を行っていなかったのだろうか。	
そのいっぽうで、「 ACG ファンタジー」「学園物語」のほかに、「感傷」
も郭の作品によく見られるテーマである。後述するように、郭が描く「感
傷」が村上春樹の作品から影響を受けている点については、多くの研究
者から指摘がなされている。	
たとえば、中国の日本文学研究者、黄忠順は、「とりわけ感傷、孤独、
やるせない気持ちについては、『ノルウェイの森』がすでに中国の大半の
                                                                                                                                                                                                 
127 頁）。ちなみに、日本語の原文は①「この曲聴くと私ときどきすごく哀
しくなることがあるの。どうしてだかはわからないけど、自分が深い森の中
で迷っているような気になるの」（『村上春樹全作品 1979〜 1989⑥ノルウェ
イの森』 160 頁）。②「それはまるでずれてしまったトレーシング・ペーパ
ーのように、何もかもが少しずつ、しかしとり返しのつかぬくらいに昔とは
違っていた」（『村上春樹全作品 1979〜 1989①風の歌を聴け』、 107 頁）。 	
